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Lasso,リリース 4.16.0

EDBは、Lassoと呼ばれる小型のマルチプラットフォームアプリケーションを開発しました。Lassoは、
Postgresおよび Barmanなどのその他の関連サポートされているソフトウェアが実行されているシステムで
関連する診断データを安全に収集できます。

Postgresがインストールされていないシステムで Lassoを実行して、基になるオペレーティングシステムに
関するすべての関連情報を収集することもできます。

ご使用のオペレーティングシステムの特定の情報を参照してください。

重要: Lassoはデータに影響を与えることはできません。 Postgresサーバーから統計と診断情報を収集し
ますが、ワークロードに微妙な影響を与えます。 Postgresユーザーテーブルの行から*実際のデータは収集
されません。 [^1]

[^1]収集された診断データファイルは、検査に使用できます。

Lassoは、EDBのエンジニアがシステムに関する一元化および標準化された情報ソースを持つことができる
ため、サポート業務にとって重要です。この機能により、解決時間とサービスの品質が大幅に向上します。
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第1章 Release notes

1.1 Lassoバージョン 4.16.0

リリース日 2024年 6月 4日

Lassoバージョン 4.16.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Packaging Improve-
ments

Lassoに必要な唯一の OSパッケージ依存関係と
して edb-pythonを追加します。 Lassoが必要と
するすべての Python依存関係を埋め込む

DC-997

Feature EPAS 固 有 の カ タ ロ グ デ ー タ
edb_resource_group、edb_all_resource_group、
edb_profile、edb_policy、edb_redaction_policy、
edb_redaction_column、edb_dir、
edb_pg_namespace

DC-101

Feature サーバーで有効になっている場合、FIPS情報を
収集します

DC-359

Feature ロケール出力の収集 DC-758
Feature 可能であれば、Postgresがロギングしている正確

なログファイルの名前と、logディレクトリ内の
ログファイルのリストを収集します

DC-861

Feature 動的にロードされたライブラリに関する情報の
収集動的リンカー構成

DC-984

Feature `get_decoding_worker_stat`お よ び
`wal_sender_stats`ビューから BDR/PGD SDW統
計を取得する

DC-993

Bug Fixes maxageクエリーでの replication/bgworkerおよび
その他のバックエンドタイプの時間の計算を回
避する

DC-983

Bug Fixes `-–upload`コマンドラインオプションで使用され
る EDB Lassoパッケージのデフォルトで外部ア
クセスを追加します

DC-1003

Deprecation Notes コマンドラインオプション --latest-version`およ
び--is-latest-version`の非推奨ノートを追加

DC-1003
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1.2 Lassoバージョン 4.15.0

リリース日 2024年 4月 23日

Lassoバージョン 4.15.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature Lassoは、パッケージのオリジンに関する情報を
収集するようになりました。リポジトリのリス
ト、リポジトリ構成、およびパッケージのダウン
ロードに使用されている HTTP(S)プロキシがあ
る場合。

DC-31

Feature Lasso は、パッケージ内のファンクションやプ
ロシージャを含む EDB Postgres Advanced Server
コードパッケージに関する情報を収集するよう
になりました。

DC-320

Feature Debian 12「Bookworm」のパッケージが利用可能
になりました。

DC-888

Improvement edb_wait_states拡張機能がインストールされたカ
スタムスキーマへのアクセスを持たないユーザー
がデータベースに接続した場合、Lassoはヒント
メッセージを表示するようになりました。

DC-977

Bug fix Lassoが 9.3より古い PostgreSQLで lock_timeout
を設定しようとした問題を修正しました。

DC-219

Doc improvement Lassoバンドルは、Lassoドキュメントとナレッ
ジベース記事で言及されなくなりました。

DC-885

1.3 Lassoバージョン 4.14.0

リリース日 2024年 3月 5日

Lassoバージョン 4.14.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature Lassoは、非コンテナインスタンスで `iostat`のデ
バイスマッパー `dm-X`マッピングを収集するよ
うになりました。

DC-970

Improvement 検出されたロックファイルに関するメッセージ
が変更されました。

DC-974

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Bug fix 一部の例外的な場合のロックファイルの削除に
関する問題を修正しました。

DC-947

Bug fix `SYS.ALL_PART_*`リレーションの非 Redwood
インスタンスの検出問題を修正しました。

DC-973

Bug fix PEM エージェントサービスがない場合、
`tools/pem`ディレクトリを削除しました。

DC-859

Doc improvement Windows Serverで Lassoなわを実行するための
要件を追加しました。

DC-250

Doc improvement libpq`および.pgpass`の使用に関連する説明を追加
しました。

DC-292

1.4 Lassoバージョン 4.13.0

リリース日 2024年 2月 8日

Lassoバージョン 4.13.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature SLES 15の Lassoパッケージを追加しました。 DC-288
Feature すべてのコレクター情報をリビジョン/バージョン

とともに表示するための新しい `--info`オプショ
ンを追加しました。

DC-943

Feature `edb_queue`のサポートを追加しました。 DC-965
Feature edb_wait_states --sampling-start`お よ び--

sampling-end`の範囲を指定するコマンドラ
イン引数を追加しました。

DC-951

Feature 次に、 `edb_wait_states`からサーバー情報を収集
します。

DC-953

Feature 次に、 `edb_wait_states`からオペレーティングシ
ステム情報を収集します。

DC-954

Feature 次に、 `edb_wait_states`から負荷プロファイルを
収集します。

DC-955

Feature 次に、 `edb_wait_states`から上位の待機イベント
を収集します。

DC-956

Feature 次に、 `edb_wait_states`から上位の SQL ステー
トメントを収集します。

DC-957

Feature 次に、 `edb_wait_states`からトランザクション統
計を収集します。

DC-958

Feature 次に、 `edb_wait_states`からWAL統計を収集し
ます。

DC-959

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Feature 次に、 `edb_wait_states`から共有バッファ統計を
収集します。

DC-960

Feature 次に、 `edb_wait_states`からタプル統計を収集し
ます。

DC-961

Feature 次に、 `edb_wait_states`から一時ファイルの統計
を収集します。

DC-962

Feature 次に、 `edb_wait_states`からユーザーセッション
に関する情報を収集します。

DC-963

Feature 次に、 `edb_wait_states`からデータベース設定に
関する情報を収集します。

DC-964

Feature `edb_wait_states`に関するドキュメントを Lasso
ドキュメントに追加しました

DC-972

Bug fix `lasso --version`は、構成ファイルなしで実行でき
るようになり、出力が簡素化されました。

RT100700, DC-943

Bug fix コンテナ内から実行されている場合、 Lassoが
`/proc`情報を取得しなくなるなどの問題を修正し
ました。

RT101043, DC-968

Bug fix `ALL_PART_*`リレーションに `SYS`スキーマ修
飾子を追加しました。

RT101043, DC-969

1.5 Lassoバージョン 4.12.0

リリース日 2024年 1月 9日

Lassoバージョン 4.12.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature 次に、3 秒の観察期間中にデータベースへの新
しい接続の現在のレートを示すファイル `post-
gresql/conns_per_second.out`を生成します。

DC-892

Feature 次に、データベース内で最も古い実行中
のバックエンド、トランザクション、およ
びクエリの経過時間を示すファイル post-
gresql/running_activity_maxage.out を生成しま
す。

DC-893

次のページに続く
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表 5 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Bug fix 非常に大きなデータファイルをなげな Lasso レ
ポートに含めることができた問題を修正しまし
た。場合によっては、この条件によりメモリ使用
量の増加が発生しました。現在、デフォルトでは、
500 MBを超えるデータファイルは破棄されます
新しいコマンドライン引数 `--local-size-limit`で
構成可能、新しい `contents.data`ファイルの対応
するエントリー。

RT100724, DC-944

Bug fix Lasso RPMパッケージが最新バージョンであっ
ても、古いものとしてマークされていた問題を修
正しました。

RT100304, DC-899

Bug fix 実行の最後になげな Lasso ロックファイルが削
除されなかった問題を修正しました。

DC-894

1.6 Lassoバージョン 4.11.0

リリース日 2023年 12月 14日

Lassoバージョン 4.11.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature EDB Postgres Advanced Serverと 2ndQPGフレー
バー検出を実装しました。

DC-875

Feature EDB Postgres Advanced Serverカタログ-Oracle構
文のパーティション分割テーブルに関連するビ
ューを収集しています。

(DC-266)

Feature PostgreSQL 16のサポートを追加しました。 DC-887
Feature RHEL9のサポートを追加しました。 DC-802, DC-803
Bug fix 非常に多くのファイルを使用して `ls pg_data`コ

マンドが完了するまでに時間がかかる状況を修正
しました。この場合に、デフォルトの `timeout`ま
たは `120s`を追加しました。

DC-845
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1.7 Lassoバージョン 4.10.0

リリース日 2023年 11月 7日

Lassoバージョン 4.10.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

注釈: 2023年 6月から EOLであるため、Ubuntu Bionic 18.04を非推奨にしました。 DC-877

Type Description Addresses

Feature EPELの依存関係に依存しない機能ファイルロッ
クを実装しました。

DC-863

1.8 Lassoバージョン 4.9.0

リリース日 2023年 10月 17日

Lassoバージョン 4.9.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature ポストマスタープロセスの制限を追加しました。 DC-162
Feature 進行状況レポートビューを追加しました。 (DC-170)
Feature `pg_stat_activity`を介して待機プロファイリング

を追加しました。
DC-841

Bug fix ホスト名がソケットパスの場合のレポートファ
イル名に関連する問題を修正しました。

DC-769

Bug fix SET ROLE構文の問題を修正しました。 DC-842
Bug fix 構成ファイルからのホスト名に関する問題を修

正しました。
DC-864

1.9 Lassoバージョン 4.8.0

リリース日 2023年 7月 6日

Lassoバージョン 4.8.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature PGDプロキシのサポートを追加しました。
次のページに続く
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表 9 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Feature PGD プロキシのサポート pgd-proxy のカス
タムインストール用の新しいオプション `--
pgd-proxy-configuration`追加しましたデフォルト
`/etc/edb/pgd-proxy/pgd-proxy-config.yml`。

DC-696

Feature PGDプロキシのサポート次に、 PGDプロキシ
構成ファイルの内容を収集します。

DC-697

Feature PGDプロキシのサポート次に、 `systemctl status
pgd-proxy`の出力を収集します。

DC-698

Feature PGD プロキシのサポート 次に、 `systemctl cat
pgd-proxy`の出力を収集します。

DC-699

1.10 Lassoバージョン 4.7.0

リリース日 2023年 6月 01日

Lassoバージョン 4.7.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature 次に、 `systemd-detect-virt`の出力を収集します。 DC-76
Feature 次に、 `lsmod`の出力を収集します。 DC-197
Feature `harp.cluster.init.yml`のコンテンツを収集します DC-628
Security fix `ps`および `top`出力に見られる Lassoを使用した

lassoのパスワードが編集されました。
DC-627

Bug fix 構成ファイルなしで `lasso --help`を実行できない
バグを修正しました。

DC-490

1.11 Lassoバージョン 4.6.0

リリース日 2022年 12月 06日

Lassoバージョン 4.6.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature Lasso パッケージは、EDB リポジトリ
<a href="https://www.enterprisedb.com/
repos">https://www.enterprisedb.com/repos</a>を
介してすべてのお客様に公開されています。

DC-443

次のページに続く

1.10. Lassoバージョン 4.7.0 9
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表 11 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Enhancement main Lasso Knowledge Base article を更新して、
パッケージおよび構成ファイルからのインストー
ルを反映しました。

KB-54

Bug fix Lintianに準拠するようにDebian/Ubuntuパッケー
ジを改善しました。

DC-435

1.12 Lassoバージョン 4.5.0

リリース日 2022年 11月 15日

Lassoバージョン 4.5.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Enhancement PostgreSQL 15のサポートを追加しました。 DC-428
Enhancement タイムアウトが短い場合、またはスタンバイで

Lassoが実行される場合の実行が向上しました。
DC-169

1.13 Lassoバージョン 4.4.0

リリース日 2022年 9月 22日

Lassoバージョン 4.4.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Enhancement 次 に 、Postgres バ ー ジ ョ ン 13 以 降 で
`pg_shmem_allocations`の 出 力 を 収 集 し ま
す。

DC-195

Enhancement `edb-lasso.conf`の文書化されたオプション。 DC-308

1.14 Lassoバージョン 4.3.0

リリース日 2022年 8月 25日

Lassoバージョン 4.3.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。
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Type Description Addresses

Enhancement `etcd`のサポートを追加しました。 DC-367, DC-371, DC-370,
DC-369, DC-368

Bug fix バグを修正し、`CONNECT`特権に関係なくデー
タベースと表領域のサイズを収集するようにな
りました。

DC-325

1.15 Lassoバージョン 4.2.0

リリース日 2022年 5月 18日

Lassoバージョン 4.2.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Enhancement 次に、 HARPの systemd情報を収集します。 DC-331
Enhancement 次に、 `pgbouncer.ini`に含まれる構成ファイルを

収集します。
DC-322

Enhancement ユーザーが pgbouncer構成ファイルへのカスタム
パスを指定できるサポートを追加しました。

DC-321

Enhancement これがコンセンサスデータベースの場合、etcdctl
エンドポイントコマンドを収集します。

DC-309

Enhancement harpの lassoの別のパスを指定する lassoオプショ
ンを追加しました。

DC-306

Enhancement harp構成ファイルを取得するためのヘルパーファ
ンクションを追加しました。

DC-305

Enhancement harpctl出力を取得する機能を追加しました。 DC-304
Enhancement HARP `config.yml`を取得する機能を追加しまし

た。
DC-303

Enhancement ノード上のすべての pgbouncerインスタンスを識
別する機能を追加しました。

DC-157

Enhancement 次に、pgbouncerの systemctl出力を収集します。 DC-156
Enhancement 次に、`pgbouncer.ini`構成ファイルを収集します。 DC-151
Other 失敗する SLESスモークテストを修正しました。 DC-349
Other Ubuntu 22.04のサポートを追加しました。 DC-284
Bug fix 次に、sslパスワードを編集します。 DC-348

1.15. Lassoバージョン 4.2.0 11
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1.16 Lassoバージョン 4.1.1

リリース日 2022年 5月 10日

Lassoバージョン 4.1.1には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Bug fix バンドル実行から psycopg2-binary警告を削除し
ました。

1.17 Lassoバージョン 4.1.0

リリース日 2022年 5月 3日

Lassoバージョン 4.1.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Enhancement PPC64le Lassoバンドルをビルドしました。 DC-276
Enhancement `.exe`拡張機能をWindowsアーティファクトに追

加しました。
DC-285

Other Almalinux 8x86_64のスモークテストを追加しま
した。

DC-294

Other RHELx86_64および PPC64leのスモークテスト
を追加しました。

DC-295

Other SLES 12x86_64および PPC64leのスモークテス
トを追加しました。

DC-296

Other SLES 15x86_64および PPC64leのスモークテス
トを追加しました。

DC-297

Bug fix Lasso は、FIPS 対応システムで tarball の MD5
ハッシュを使用するようになりました。

DC-310

1.18 Lassoバージョン 4.0.0

リリース日 2022年 3月 30日

Lassoバージョン 4.0.0には、次の機能強化とバグ修正が含まれています。

Type Description Addresses

Feature Data Collectorを EDBの診断ツール Lassoにリブ
ランドしました。

次のページに続く

12 第 1章 Release notes
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表 18 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Feature リブランディング著作権ノートを更新しました。 DC-239
Feature リブランディングすべてのファイルのライセン

スを更新しました。
DC-228

Feature リブランドバンドルの名前を変更して、ツール
の新しいブランドを反映しました。

DC-208

Feature リブランディング生成された出力 tarボールに新
しいブランドが付けられ、EDBで識別されます。

DC-49

Feature リブランディング Lasso がデータベースに対し
て作成する接続は、`application_name`から `edb-
lasso`を設定して、 Lassoが実行しているプロセ
スを識別するようになりました。

DC-222

Feature リブランドドキュメントを更新して、新しいブ
ランド名を反映しました。

DC-184

Feature 論理レプリケーションの診断に役立つように
`pg_replication_origin_status`からの出力を収集し
たレポートを追加しました。これには、ネイティ
ブ論理レプリケーションと、 BDRや xDBのよ
うなその他が含まれます。

DC-232

1.18. Lassoバージョン 4.0.0 13
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第2章 Installing Lasso

EDBは、 EDB websiteを介してアプリケーションを配布します

そして、認証手段として企業トークンを使用して顧客に使用を付与します。

2.1 Linux

EDB Downloads pageからシステムに対応する Linuxインストールオプションに従うことによ
り、サポートされているメジャー Linuxディストリビューションに Lassoをインストールでき
ます。または、EDB repositories for Linux pageから直接インストールできます。

Lassoを選択し、インストール手順に従います。

サブスクリプションの EDBリポジトリをシステムにインストールした後、Linuxディストリビューション
のパッケージマネージャーツールを使用して Linuxに Lassoをインストールできます。例には次のものが
含まれますが、これらに限定されません。

• Debian / Ubuntu

apt install edb-lasso

• RHEL / CentOS / Oracle Linux 7

yum install edb-lasso

• RHEL / Rocky / AlmaLinux / Oracle Linux 8+

dnf install edb-lasso

• SLES

zypper install edb-lasso

システムにインターネットアクセスがある場合は、パッケージマネージャーを使用して edb-lasso パッ
ケージをインストールすると、EDB Pythonパッケージ名 edb-python39が唯一の依存関係としてインス
トールされます。

システムにインターネットアクセスがない場合は、Lassoをインストールする前に EDB Pythonをダウン
ロードして手動でインストールする必要があります。

edb-python39パッケージは、次のパッケージに依存します。

• ncurses

https://www.enterprisedb.com/software-downloads-postgres
https://www.enterprisedb.com/software-downloads-postgres
https://www.enterprisedb.com/repos
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• openssl

• readline

• xz

これらは、ほとんどの Linuxディストリビューションにデフォルトで既にインストールされています。

Lassoまたは EDB Pythonのインストールに問題がある場合は、EDBサポートに連絡してください。

2.2 Windows

Windowsの Lassoは、 lasso-windows-X.Y.Z.exeと呼ばれる単一ファイルのバイナリ実行可能ファイル
です。X.Y.Zは、現在の Lassoバージョンです。 EDB Downloads pageからダウンロードできます。

Windows、 Lassoは依存関係をインストールする必要はありませんが、LassoはWindows Server 2019以降
でのみ実行できます。

2.3 構成ファイル
構成ファイルを使用せずに Lassoを実行しようとすると、次のエラーが発生します。

ERROR: no configuration file for Lasso could be found. Please create a configuration␣

↪→file and try again.

Lassoには、構成ファイルが必要です。これは、次のオプションのいずれかです。(最初に一致したものを
使用します。)

• Lassoが実行されているのと同じディレクトリにある./edb-lasso.cfg

• Lassoが実行されているのと同じディレクトリにある./edb-lasso.conf

• $HOME/.edb-lasso.conf

• /etc/edb-lasso.conf

最小構成ファイルは次のとおりです。

[customer]

id=XXXXX

token=YYYYYYYYY

idおよび tokenの値を、サポートポータルの会社ページにある情報に置き換えます。左側のメニューバー
で、Company info > Companyを選択します。構成ファイルの idフィールドに、このページの会社コー
ド値を入力します。構成ファイルの tokenフィールドに Token値を入力します。

重要: Lassoの構成ファイルは必須で、少なくとも顧客 IDとトークンが含まれている必要があります。

Lasso構成の詳細については、 Configurationを参照してください。

16 第 2章 Installing Lasso
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2.4 Lassoの実行
Lassoをインストールし、適切な構成ファイルを作成した後、Linuxでの標準の Lasso実行は次のとおり
です。

lasso

Windowsで Lassoを実行するには、次のことを行う必要があります。

1. Startメニュー検索フィールドに、cmdと入力します。

2. [ Start ]メニューで、[ Command Prompt ]を右クリックし、[ Run asAdministrator ]を選択します。

3. Windowsがコマンドプロンプトでシステムを変更することを許可するかどうかを確認するプロンプ
トが表示されたら、Yesを選択します。

4. コマンドプロンプトで、 Lasso .exeファイルが存在するディレクトリに cdします。

5. コマンド lasso-windows-X.Y.Z.exeを実行します。ここで、 X.Y.Zは Lassoバージョンです。

lasso-windows-X.Y.Z.exe -H IP_ADDRESS -p PORT --password PASSWORD DATABASE_NAME USER_

↪→NAME

または、構成ファイルの postgresqlセクションの下の設定を入力して Postgresに接続する方法を Lassoす
ると、Windows ExplorerからLassoを実行できます。 .exeファイルを右クリックし、[ Run asAdministrator
]を選択します。

多くの lassoオプションの詳細については、 Lassoを参照してください。

2.4. Lassoの実行 17
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第3章 Usage

Lassoは libpq 環境変数を使用して Postgres接続パラメーターを取得します。環境変数のリストは Post-
greSQL documentationにあります。

他のオプションの中で、接続パラメーターをコマンドライン引数として渡すこともできます。

usage: lasso [-h] [-H HOST_NAME] [-p PORT] [--password PASSWORD]

[--lock-timeout LOCK_TIMEOUT]

[--statement-timeout STATEMENT_TIMEOUT]

[--sampling-start SAMPLING_START] [--sampling-end SAMPLING_END]

[--local-size-limit LOCAL_SIZE_LIMIT] [--bindir BINDIR]

[--depth [{surface,shallow,deep}]]

[--describe [{short,json,full}]] [--version] [--info]

[--latest-version] [--system-only | --barman]

[--barman-configuration BARMAN_CONFIGURATION]

[--repmgr-configuration REPMGR_CONFIGURATION]

[--efm-configuration EFM_CONFIGURATION]

[--xdb-pubserver-configuration XDB_PUBSERVER_CONFIGURATION]

[--xdb-subserver-configuration XDB_SUBSERVER_CONFIGURATION]

[--pgbouncer-configuration PGBOUNCER_CONFIGURATION]

[--harp-configuration HARP_CONFIGURATION]

[--etcd-configuration ETCD_CONFIGURATION]

[--pgd-proxy-configuration PGD_PROXY_CONFIGURATION] [--upload]

[--keep-report] [--is-latest-version]

[dbname] [user]

EDB Lasso (for 2ndquadrant)

positional arguments:

dbname Database name to connect to (default user)

user Database user name (default user)

optional arguments:

-h, --help show this help message and exit

-H HOST_NAME, --host-name HOST_NAME

Database host name or socket directory (default local

socket)

-p PORT, --port PORT Database server port (default 5432)

--password PASSWORD Database server password

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

--lock-timeout LOCK_TIMEOUT

Database connection lock timeout (default 3s)

--statement-timeout STATEMENT_TIMEOUT

Database connection statement timeout (default 5min)

--sampling-start SAMPLING_START

Start of the range to take sampling data from

edb_wait_states (default: timestamp 1 hour from now)

--sampling-end SAMPLING_END

End of the range to take sampling data from

edb_wait_states (default: timestamp now)

--local-size-limit LOCAL_SIZE_LIMIT

Size limit, in bytes, of each file inside the tarball

(minimum 1024, default 524288000)

--bindir BINDIR PostgreSQL binaries directory (autodetect by default)

--depth [{surface,shallow,deep}]

Depth of the report (default deep)

--describe [{short,json,full}]

Describes every single module, in terms of action and

output

--version Shows Lasso version

--info Shows Lasso modules revision

--latest-version Shows the latest available version of EDB Lasso, taken

from the EDB Web Services. (Deprecated, will be removed in a␣

↪→future version)

--system-only Gather only system-related information - without

requiring a PostgreSQL connection

--barman Gather Barman status, enabled by default when Lasso is

run as barman user and the executable exists.

Defaults to False. When Barman reporting is enabled,

we do not gather PostgreSQL related information

--barman-configuration BARMAN_CONFIGURATION

Barman configuration file. By default use the native

algorithm in Barman to find the configuration file.

Valid only if Barman reporting is enabled

--repmgr-configuration REPMGR_CONFIGURATION

Path to the repmgr.conf file, if using a non-default

path

--efm-configuration EFM_CONFIGURATION

Path to the EFM properties file, if using a non-

default path

--xdb-pubserver-configuration XDB_PUBSERVER_CONFIGURATION

Path to the xDB publication server configuration file,

if using a non-default path

--xdb-subserver-configuration XDB_SUBSERVER_CONFIGURATION

Path to the xDB subscription server configuration
(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

file, if using a non-default path

--pgbouncer-configuration PGBOUNCER_CONFIGURATION

Path to the pgbouncer.ini file. You can specify

multiple files separated by comma

--harp-configuration HARP_CONFIGURATION

Path to the config.yml file, if using a non-default

path

--etcd-configuration ETCD_CONFIGURATION

Path to the etcd.conf file, if using a non-default

path

--pgd-proxy-configuration PGD_PROXY_CONFIGURATION

Path to the pgd-proxy-config.yml file, if using a non-

default path

--upload Report tarball file is sent to EDB at the end of the

execution. The file will be removed if successfully

uploaded unless --keep-report is specified

--keep-report Keep a local copy of the report even after a

successful upload to EDB

--is-latest-version Only check if this is the latest available version of

Lasso and returns exit code 0 if this is the latest

version and 1 otherwise. (Deprecated, will be removed in a␣

↪→future version)

これらの各引数の使用方法の詳細については、 Report typesを参照してください。
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第4章 Configuration

顧客の idおよび tokenに必須であることに加えて、Lasso構成ファイルを使用すると、環境に必要なコ
マンドラインオプションのほとんどを省略できます。Processor usage statistics ( linux_mpstat)` <Processor
usage statistics ( linux_mpstat`)`>`のすべてのコマンドラインオプションのリストを表示できます。

Lassoは、次のパスで構成ファイルをこの順序で検索し、最初に一致したものを使用します。

1. Lassoが実行されているのと同じディレクトリにある Lasso

2. Lassoが実行されているのと同じディレクトリにある./edb-lasso.conf

3. $HOME/.edb-lasso.conf

4. /etc/edb-lasso.conf

構成ファイルのテンプレートファイルは次のとおりです。

; Lasso template configuration file

;

; Copyright (C) EnterpriseDB UK Limited 2015-2024 - All Rights Reserved.

; Licensed only for use with an EnterpriseDB subscription

[customer]

; the "Company code" from the customer page in the EDB Portal

id=

; the "Token" from the customer page in the EDB Portal

token=

; the depth of the Lasso report. Must be one between: surface, shallow and deep

depth=deep

[postgresql]

; Lasso uses the following connection string parameters to connect to your

; PostgreSQL cluster and take diagnostics. By default it will attempt a peer

; connection to socket under directory /var/run/postgresql

; dbname=

; user=

; port=

; hostname can be a host or a socket directory

; hostname=/var/run/postgresql

; password=

; session variable to control timeout on lock waits

(次のページに続く)
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; lock_timeout=3s

; session variable to control statement execution time

; statement_timeout=5min

[environment]

; PostgreSQL binaries directory. Lasso will try to detect this automatically if

; not set

; bindir=

; if the host is able to access the internet and reach the EDB servers to upload

; Lasso reports

; external_access=yes

[barman]

; path to barman.conf, if using a non-default one

; configuration=

[repmgr]

; path to repmgr.conf, if using a non-default one

; configuration=

[efm]

; path to efm.properties, if using a non-default one

; configuration=

[xdb]

; path to xdb_pubserver.conf, if using a non-default one

; pubserver_configuration=

; path to xdb_subserver.conf, if using a non-default one

; subserver_configuration=

[pgbouncer]

; path to pgbouncer.ini, if using a non-default one

; configuration=

[harp]

; path to config.yml, if using a non-default one

; configuration=

[pgd-proxy]

; path to pgd-proxy-config.yml, if using a non-default one

; configuration=

このテンプレートを使用して、構成ファイルをセットアップできます。目的のパラメーターのコメントを
外し、環境に応じて値を設定します。

Linuxでは、同じテンプレート構成ファイルを/etc/edb-lasso.conf.templで見つけることができます。
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これらの各引数が Report typesでどのように使用されるかについての詳細を確認できます。
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第5章 Security considerations

データベースでクエリーを実行すると、Lassoは、メトリックが収集されているツールから必要な情報を収
集するための十分な特権を持つロールを使用しようとします。

以下は、Lassoが各ツールに使用しようとするツールとロールです。Lassoは、各ツールロールリストの最
初に使用可能なロールを使用しようとします。初期接続ロールとは、ツールの実行時に Lasso CLIを介し
て提供されたロールを意味します通常は postgresまたは enterprisedb。

• PostgreSQL:

– pg_monitor

– 初期接続ロール

• PgLogical:

– pglogical_superuser

– 初期接続ロール

• PGD:

– bdr_monitor

– 初期接続ロール

• PEM:

– pem_user

– 初期接続ロール

• Repmgr -初期接続ロール

• xDB -初期接続ロール

PGD集会のほとんどは、bdr_monitorロールを使用しようとします。ただし、競合の収集を担当する人は、
その目的に bdr_read_all_conflictsロールを使用しようとします。それが唯一の例外です。

いずれの場合も、データベースからメトリックと構成を照会するときに読み取り専用トランザクションを
使用します。





29

第6章 Report types

6.1 ローカル/完全なPostgreSQLレポート
このタイプのレポートは、サーバーに起動、実行、アクセス可能な PostgreSQLクラスターがある場合に役
立ちます。システムのみのレポートで収集されたすべての情報に加えて、PostgreSQLインスタンスから構
成とメトリックも収集します。

このレポートでは、postgresまたは enterprisedbユーザーとして Lassoを実行する必要があります。

重要: Postgresサーバープロセスを実行するのと同じユーザーがコマンドを実行する必要があります。ユー
ザーには、現在の作業ディレクトリに書き込む権限が必要です。

標準の Lassoなわ実行は次のもので構成されます。

lasso

デフォルトでは、Lassoは Unixソケット、デフォルトの Postgresポート 5432、デフォルトデータベース、
およびユーザー名 postgresを使用して接続しようとします。コマンドラインで別の値を指定できます。

lasso -p PORT DATABASE_NAME USER_NAME

デフォルトでは、 Lassoは/var/run/postgresql/の下の Unixソケットを検索しますが、 -H引数を使用
して SHOW unix_socket_directoriesによってリストされたソケットを指定できます。たとえば、通常、
EDB Postgres Advanced Serverの Lassoレポートは次のように収集されます。

lasso -H /tmp -p 5444 edb

パスワードが必要な場合、postgresまたは enterprisedbオペレーティングシステムユーザーの~/.pgpass

ファイルを作成するのが一般的です。 .pgpassファイル in the PostgreSQL documentationの詳細について
は、こちらをご覧ください。Lassoは libpqを使用してデータベースに接続するため、Lassoは必要に応じ
て.pgpassファイルを使用します。

.pgpassファイルが見つからない場合、またはデータベース接続の対応するエントリが.pgpassファイル
に存在しない場合、Lassoはパスワードの入力を求めます。または、PGPASSWORD環境変数を使用してパス
ワードを指定できます。

PGPASSWORD=xxxx lasso -p PORT DATABASE_NAME USER_NAME

Windows、通常、次のように Lassoを実行します。
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lasso-windows-X.Y.Z.exe -H IP_ADDRESS -p PORT --password PASSWORD DATABASE_NAME USER_

↪→NAME

Processor usage statistics ( linux_mpstat)` <Processor usage statistics ( linux_mpstat`)`>`で詳しく説明されてい
るすべてのコマンドライン引数のリストを表示するには、次のコマンドを実行します。

lasso --help

Lasso構成ファイルの postgresql設定の下で Postgres設定を指定できます。詳細については、Configuration
を参照してください。

重要: ローカルインスタンスで実行される場合、 Lassoは pg_monitorロールに属するユーザーが必要で
す。Postgres 10以降で使用できます。 Postgresの以前のバージョンの場合、スーパーユーザーとして実行
する必要があります。詳細については、PostgreSQLドキュメントの Default Rolesを参照してください。

Lassoは、サポートされているすべてのバージョンの EDB Postgres DistributedPGDおよび pglogicalに関連
する情報を透過的に収集します。

6.2 リモート/データベースのみのPostgreSQLレポート
リモートの PostgreSQLインスタンスからデータを収集する必要がある場合は、リモート PostgreSQLレポー
トを実行できます。

ローカル/完全な PostgreSQLレポートで説明したように、Lassoの接続文字列パラメーターを変更できま
す。たとえば、ポート 5433で実行されている IP 192.168.0.10にあるリモートサーバーから PostgreSQLレ
ポートを収集するには、次のように別のサーバーから Lassoを呼び出すことができます。

lasso -H 192.168.0.10 -p 5433

このタイプのレポートは、Lassoが接続されていた PostgreSQLインスタンスから PostgreSQL関連の情報の
みを取得します。これは、postgresql.confや pg_hba.confのようなファイルを収集できないことを意
味します。また、基になるオペレーティングシステムから構成とメトリックを収集したり、EFM構成ファ
イルなどの PostgreSQL関連ツールから情報を収集したりすることはできません。それを念頭に置いて、可
能であればローカルの PostgreSQLレポートを実行することをお勧めします。

重要: これは、EDB Big Animalや Amazon RDSなどの DBaaSプロバイダーでホストされるインスタンス
から PostgreSQL情報を収集するための唯一のオプションです。

重要: これは、Kubernetesで実行されているインスタンスから PostgreSQL情報を収集するための唯一のオ
プションです。
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6.3 Barmanレポート
Lassoは、Barmanがインストールされているシステムで実行できます。その場合、Barman関連の情報と、
分析中に役立つシステム情報を収集します。

重要: Barmanプロセスを実行するのと同じユーザーとしてコマンドを実行する必要があり、現在の作業
ディレクトリに書き込むための十分な権限が必要です。 RPM / DEBパッケージを使用して Barmanをイン
ストールした場合、 Barmanは barmanユーザーとして実行するように構成されます。

Lassoが barmanユーザーとして実行され、予想される場所通常は/etc/barman.confで構成ファイルを検
索する場合、Barmanレポートはデフォルトで有効になります。詳細については man 5 barmanを実行して
ください。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して Barmanをインストールした場合、行う必要
があるのは barmanユーザーとして Lassoを実行することだけです。

6.3.1 Barmanのカスタムインストールの管理

Barmanのカスタムインストールがある場合は、 --barmanオプションを Lassoに渡すことにより、バーマ
ンレポートを有効にできます。

lasso --barman

--barman-configurationオプションを使用して、特定のグローバル構成ファイルをポイントすることも
できます。

lasso --barman-configuration /opt/barman/barman.conf

6.4 Replication Manager repmgrレポート
Lassoは、repmgrがインストールされているシステムで実行できます。その場合、repmgr関連の情報を収
集します。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して repmgrをインストールした場合、必要があ
るのは Lassoを実行することだけです。
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6.4.1 Lassoが repmgr構成ファイルを見つける方法

Lassoは、repmgr構成ファイルを識別しようとするときに、次のアプローチを使用します。最初に見つけ
たものを使用します。

1. --repmgr-configurationオプションで提供されているものを使用します。指定されている場合。

2. パッケージが提供するパスを確認します。たとえば、CentOS / RHELパッケージソフトでは、構成
ファイルは通常/etc/repmgr/<PG_VERSION>/repmgr.confの下に配置されます。Lassoは、これら
のフォルダーが存在する場合を降順で検査し、最初に見つけた repmgr構成ファイルを使用します。

3. 現在のディレクトリに repmgr.confファイルが存在するかどうかを確認します。

4. /etc/repmgr.confファイルが存在するかどうかを確認します。

5. repmgr.confファイルの pg_config --sysconfdirで指定されたパスを確認します。

6. systemctl cat <service_name>の出力を確認し、<service_name>は名前に repmgrが含まれる
サービスであり、サービスユニットファイルから repmgr.confファイルを取得しようとします。ア
プローチ 2と同様に、単位を降順にチェックし、最初に一致したものを使用します。

6.4.2 repmgrのカスタムインストールの管理

--repmgr-configurationオプションを使用して、特定の repmgr構成ファイルをポイントできます。

lasso --repmgr-configuration /opt/repmgr/repmgr.conf

Lassoが正しい repmgr構成ファイルを見つけようとするのではなく、使用することが保証されるため、こ
のアプローチをお勧めします。

6.5 Postgres Enterprise ManagerPEMレポート
Lassoは、PEMがインストールされているシステムで実行できます。その場合、一部の構成ファイルやサー
ビスに関する情報などの PEM関連情報も収集します。

Lassoは、構成ファイルの既知のパスと既知のサービス名を検査します。カスタム PEMインストールがあ
る場合、Lassoは関連情報を収集しません。

6.6 フェールオーバーマネージャーEFMレポート
Lassoは、EFMがインストールされているシステムで実行できます。その場合、EFM関連の情報を収集し
ます。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して EFMをインストールした場合、必要がある
のは Lassoを実行することだけです。
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6.6.1 Lassoが EFM構成ファイルを見つける方法

Lassoは、EFM構成ファイルを識別しようとするときに、次のアプローチを使用します。最初に見つけた
ものを使用します。

1. --efm-configurationオプションで提供されているものを使用します。指定されている場合。

2. パッケージが提供するパスを確認します。構成ファイルは、通常、/etc/edb/efm-<EFM_VERSION>/
efm.propertiesの下に配置されます。Lassoは、これらのフォルダーが存在する場合を降順で検査
し、最初に見つけた EFM構成ファイルを使用します。

3. systemctl cat <service_name> の出力を確認します。ここで、<service_name> は、名前が
edb-efm- で始まるサービスに置き換えられます。次に、サービスユニットファイルから efm.

propertiesファイルを取得してみます。アプローチ 2と同様に、単位を降順にチェックし、最初に
一致したものを使用します。

6.6.2 Lassoが EFMバイナリを見つける方法

Lasso は、パッケージによって提供されるパスを検査します。バイナリファイルは通常、/usr/edb/

efm-<EFM_VERSION>/bin/efmの下に配置されます。Lassoは、これらのフォルダーが存在する場合を降順
で検査し、最初に見つけた EFMバイナリファイルを使用します。

6.6.3 EFMのカスタムインストールの管理

--efm-configurationオプションを使用して、特定の EFM構成ファイルをポイントできます。

lasso --efm-configuration /opt/EFM/efm.properties

Lassoが正しい EFM構成ファイルを見つけようとする代わりに使用することが保証されるため、このアプ
ローチをお勧めします。

6.7 Replication ServerxDBレポート
Lassoは、xDBがインストールされているシステムで実行できます。その場合、xDB関連の情報を収集し
ます。

一般に、EDB認定の RPMパッケージまたは bitrockインストーラーを使用して xDBをインストールした
場合、必要があるのは Lassoを実行することだけです。
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6.7.1 Lassoが xDB構成ファイルを見つける方法

Lassoは、xDB構成ファイルを識別しようとするときに次のアプローチを使用します。最初に見つけたも
のを使用します。

Linuxの場合

1. --xdb-pubserver-configuration および--xdb-subserver-configuration オプションが指定さ
れている場合、それに提供されているものを使用します。

2. xDB 7 RPMパッケージと bitrockインストーラーが提供するパスを確認します。構成ファイルは通常、
/etc/edb/xdb/etcの下に配置されます。Lassoは、このフォルダーが存在する場合を検査し、その
フォルダーの下にある xdb_pubserver.confおよび xdb_subserver.confファイルを使用します。

3. xDB 6 RPM パッケージと bitrock インストーラーが提供するパスを確認します。通
常 、こ れ ら は そ れ ぞ れ/usr/ppas-xdb-<XDB_VERSION>/etc お よ び/opt/PostgreSQL/

EnterpriseDB-xDBReplicationServer/etc です。Lasso はこれらのフォルダーを検査し、存
在する場合は、フォルダーの下にある xdb_pubserver.conf および xdb_subserver.conf ファイ
ルを使用します。RPMパッケージの場合、多くのフォルダーが存在する可能性があるため、最新の
XDBバージョンから古いものまで検査されます。

Windowsの場合

1. --xdb-pubserver-configuration および--xdb-subserver-configuration オプションが指定さ
れている場合、それに提供されているものを使用します。

2. xDB 7パッケージが提供するパスを確認します。構成ファイルは通常、<drive>:\Program Files\

edb\EnterpriseDB-xDBReplicationServer\etcの下に配置されます。Lassoは、このフォルダー
が存在する場合を検査し、そのフォルダーの下にある xdb_pubserver.confおよび xdb_subserver.

confファイルを使用します。

3. xDB 7パッケージが提供するパスを確認します。構成ファイルは通常、<drive>:\Program Files\

PostgreSQL\EnterpriseDB-xDBReplicationServer\etc の下に配置されます。Lasso は、この
フォルダーが存在する場合を検査し、そのフォルダーの下にある xdb_pubserver.conf および
xdb_subserver.confファイルを使用します。

6.7.2 Lassoが xDBバイナリを見つける方法

Lassoは、xDBバイナリファイルを識別しようとするときに次のアプローチを使用します。最初に見つけ
たものを使用します。

Linuxの場合

1. xDB 7 RPMパッケージと bitrockインストーラーが提供するパスを確認します。バイナリファイルは
通常、/etc/edb/xdb/binの下に配置されます。Lassoはこのフォルダーが存在する場合を検査し、
そのフォルダーの下にある edb-repcli.jarファイルを使用します。

2. xDB 6 RPM パッケージと bitrock インストーラーが提供するパスを確認します。これ
ら は 、通 常 、そ れ ぞ れ/usr/ppas-xdb-<XDB_VERSION>/bin お よ び/opt/PostgreSQL/

EnterpriseDB-xDBReplicationServer/bin です。Lasso はこれらのフォルダーを検査し、存
在する場合は、フォルダーの下にある edb-repcli.jarファイルを使用します。RPMパッケージの
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場合、多くのフォルダーが存在する可能性があるため、最新の XDBバージョンから古いものまで検
査されます。

Windowsの場合

1. xDB 7パッケージが提供するパスを確認します。バイナリファイルは通常、<drive>:\Program Files\

edb\EnterpriseDB-xDBReplicationServer\binの下に配置されます。Lassoはこのフォルダーが
存在する場合を検査し、そのフォルダーの下にある edb-repcli.jarファイルを使用します。

2. xDB 7パッケージが提供するパスを確認します。バイナリファイルは通常、<drive>:\Program Files\

PostgreSQL\EnterpriseDB-xDBReplicationServer\bin の下に配置されます。Lassoはこのフォ
ルダーが存在する場合を検査し、そのフォルダーの下にある edb-repcli.jarファイルを使用します。

6.7.3 xDBのカスタムインストールの管理

--xdb-pubserver-configurationおよび--xdb-subserver-configurationオプションを使用して、特
定の xDBパブリケーションまたはサブスクリプションサーバー構成ファイルをポイントできます。

Linuxの場合

lasso --xdb-pubserver-configuration /opt/xDB/pubserver.conf --xdb-subserver-

↪→configuration /opt/xDB/subserver.conf

Windowsの場合

lasso-windows-X.Y.Z.exe --xdb-pubserver-configuration C:\xDB\pubserver.conf --xdb-

↪→subserver-configuration C:\xDB\subserver.conf

Lassoが正しい xDB構成ファイルを見つけようとするのではなく、使用することが保証されるため、この
アプローチをお勧めします。

6.8 PgBouncerレポート
Lassoは、PgBouncerがインストールされているシステムで実行できます。その場合、PgBouncer関連の情
報を収集します。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して PgBouncerをインストールし、PgBouncerイ
ンスタンスが起動して実行されている場合、必要があるのは Lassoを実行することだけです。
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6.8.1 Lassoが PgBouncer構成ファイルを見つける方法

Lassoは、実行中のプロセスのリストを使用して PgBouncerプロセスを識別し、そこから取得した構成ファ
イルを使用します。

Lasso引数--pgbouncer-configurationを使用して 1つ以上の PgBouncer構成ファイルを指定すること
もできます。これは、主に PgBouncerインスタンスが実行されていないシナリオ、または Lassoがプロセ
スリストから構成ファイルを検出できない場合に役立ちます。

Lassoは、識別されたすべての PgBouncerインスタンスから情報を収集します。

6.9 HARPレポート
Lassoは、 HARPがインストールされているシステムで実行できます。その場合、HARP関連の情報を収
集します。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して HARPをインストールした場合、必要があ
るのは Lassoを実行することだけです。

6.9.1 LassoがHARP構成ファイルを見つける方法

Lassoは、HARP構成ファイルを識別しようとするときに次のアプローチを使用します。最初に見つけた
ものを使用します。

1. --harp-configurationオプションで提供されているものを使用します。指定されている場合。

2. /etc/harp/config.ymlファイルが存在するかどうかを確認します。

6.9.2 HARPのカスタムインストールの管理

--harp-configurationオプションを使用して、特定の HARP構成ファイルをポイントできます。

lasso --harp-configuration /opt/harp/config.yml

Lassoが正しい HARP構成ファイルを見つけようとする代わりに使用することが保証されるため、このア
プローチをお勧めします。
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6.9.3 HARPプロキシノードで Lassoなわを実行する

HARPプロキシノードは、アプリケーションから着信する接続のプロキシとしてのみを目的としているた
め、Postgresまたは EDB Postgres Advanced Serverサービスを実行していません。

Lassoを使用してHARPプロキシノードから情報を収集する場合、--system-onlyオプションを使用して、
データベースサーバーに接続しようとしないようにする必要があります。

6.10 PGDプロキシレポート
Lassoは、PGDプロキシがインストールされているシステムで実行できます。その場合、PGDプロキシ関
連の情報を収集します。

一般に、EDB認定の RPMおよび DEBパッケージを使用して PGDプロキシをインストールした場合、必
要があるのは Lassoを実行することだけです。

6.10.1 Lassoが PGDプロキシ構成ファイルを見つける方法

Lassoは、PGDプロキシ構成ファイルを識別しようとするときに、次のアプローチを使用します。最初に
見つけたものを使用します。

1. --pgd-proxy-configurationオプションが指定されている場合は、それを使用してください

2. /etc/edb/pgd-proxy/pgd-proxy-config.ymlファイルが存在するかどうかを確認します

6.10.2 PGDプロキシのカスタムインストールの管理

--pgd-proxy-configurationオプションを使用して、特定の PGDプロキシ構成ファイルをポイントでき
ます。

lasso --pgd-proxy-configuration /opt/pgd-proxy/config.yml

``` `

Lassoが自動的に見つけようとするのではなく、正しい PGDプロキシ構成ファイルを使用することが保証
されるため、このアプローチをお勧めします。

### PGDプロキシノードで Lassoなわを実行する

PGDプロキシノードでは、Postgres/ EDB Postgres Advanced Serverサービスが実行されていない場
合があります。これらは、アプリケーションから着信する接続のプロキシとしてのみを目的としています。

Lassoを使用してスタンドアロン PGDプロキシノードから情報を収集する場合、 `--system-only` オプ
ションを使用して、データベースサーバーに接続しようとしないようにする必要があります。

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

## etcdレポート

Lassoは、etcdがインストールされているシステムで実行できます。その場合、etcd関連の情報を収集
します。

### Lassoが etcd構成ファイルを見つける方法

Lassoは、etcd構成ファイルを識別しようとするときに次のアプローチを使用します。最初に見つけたも
のを使用します。

1. `--etcd-configuration` オプションで提供されているものを使用します。指定されている場合。

2. `/etc/etcd/etcd.conf` ファイルが存在するかどうかを確認します。

## システムのみのレポート

Lassoは、Postgresまたは Barmanがインストールされていないシステムで実行して、基になるオペレー
ティングシステムに関するすべての関連情報を収集することもできます。

システムのみのレポートを実行できます。

lasso --system-only

.. Important::

引数が `--system-only` と呼ばれているにもかかわらず、このモードでは、 Lassoは PostgreSQL/

EDB Postgres Advanced Serverと Barmanを除く前述のすべてのツールに関する情報を収集します。

## edb_wait_statesレポート

`edb_wait_states` 拡張機能がインストールされているデータベースごとに、 Lassoはこの拡張機能か
ら重要なパフォーマンス情報を収集し、`postgresql/dbs/DBNAME/edb_wait_states/` フォルダーに
含めます。

`edb_wait_states` 拡張機能では、データを取得するためのサンプリング範囲を定義する必要があるた
め、 Lassoはサンプリング範囲を定義するための 2つの引数 `--sampling-start` および `--
↪→sampling-end` を公開します。例

lasso --sampling-start "2024-02-06 13:30:00+0000" --sampling-end "2024-02-06␣

↪→14:00:00+0000"

この場合、タイムスタンプは UTCです。別のタイムゾーンを指定することができます。例

lasso --sampling-start "2024-02-06 10:30:00-0300" --sampling-end "2024-02-06 11:00:00-

↪→0300"
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```

edb_wait_states拡張機能がインストールされていない場合、これらの引数は無視されます。

edb_wait_states 拡張機能がインストールされ、これらの引数が省略されている場合、Lasso
は--sampling-startを今から 1時間後、--sampling-endを現在と見なします。

edb_wait_states拡張機能の詳細については、
documentationを参照してください。
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第7章 Returning the Lasso report

このスクリプトは、Lassoを実行したディレクトリに収集されたデータを含む TARファイルを生成します。
このファイルは Lassoレポートです。

Postgres がインストールされていないサーバーで Lasso を使用することもできます。その場合、
--system-onlyオプションを使用して、システム関連の情報のみを含む TARファイルを生成します。

EDBのインフラストラクチャへの外部アクセスなしで、隔離されたネットワークシステムで Lassoを実行
している場合を除き、--uploadオプションを使用して、Lassoを介して生成された tarボールを直接アッ
プロードできます。詳細については、Servers accepting upload of reportsを参照してください。

または、ポータルを介してレポートを特定のサポートチケットに添付できます。または、会社のページか
ら [サポート操作 >レポートのアップロード ]メニューを使用します。
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第8章 What do we gather in our Lasso report?

Lassoレポートは、EDBエンジニアがオペレーティングシステムと Postgresサーバーから関連情報を取得
することにより、データベースのパルスをすばやく感じられるように設計されています。

次の入力を使用して、lassoを介してシステムから収集された情報の詳細な説明を含むリストを取得でき
ます。

lasso --describe

さらに情報が必要な場合は、EDBのアカウントマネージャーに連絡してください。

Lassoは、システムをスクレイピングするときにその深さのレベルを通知します。3つのレベルがあります。

*** Surface**非侵襲的な収集プロセス。主にインスタンスのサポート可能性チェックを実行するために使
用され、現在の瞬間に焦点を当てています。Postgresの観点では、インスタンス、その構成、および全体
的な状態に焦点を当てています。このレベルは、スクレイピングの最小レベルです。

***浅い**基本的な傾向データを含むパフォーマンス関連情報の収集。Postgresデータの場合、フォーカ
スはデータベースに移動します。このレベルは、サポートインシデントの解決に適しています。

***ディープ**最も詳細なレベルのスクレイピング、高度なセキュリティヘルスチェックだけでなく、重
大なサポートインシデントにも適しています。Postgresデータの観点では、テーブルとインデックスに焦
点を当てています。
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第9章 Detailed breakdown of gathered data

9.1 GNU/Linux operating system

9.1.1 barman crontab/cron ( barman_crontab_cron)

バーマンとして実行している場合、crontab -lからの出力。/etc/cron.d/barmanの内容存在する場合。

レポート出力

• ファイル /linux/barman_cron.data /etc/cron.d/barmanの内容存在する場合

• ファイル /linux/barman_crontab.data barman crontab -lからの出力 barmanユーザーの場合

深さ表面

セキュリティへの影響低- crontab/cronに機密データを含むエントリが含まれる可能性があります。

9.1.2 debug_sources ( debug_sources)

/usr/src/debugの下のファイルをカウントして、システムにソースコードが存在するアプリケーション
を検出し、ライブデバッグを促進します。

レポート出力

• ファイル /linux/debug_sources.data GNUデバッガーのソース

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.3 EFM CLI ( efm_cli)

efm cluster-statusコマンドの出力を取得します。

レポート出力

• ファイル /tools/efm/cli/cluster_status.out efm cluster-status cluster_nameコマンドの
出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.4 EFM configuration ( efm_configuration)

EFMプロパティとノード構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/efm/config/efm.nodes EFMノードファイル

• ファイル /tools/efm/config/efm.properties EFMプロパティファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.5 EFM systemctl ( efm_systemctl)

EFMサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと猫を収集します。名前が edb-efm-で始
まるサービスが存在するかどうかを確認します。

レポート出力

• ファイル /tools/efm/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/efm/systemd/service_name_status.data systemctl status service_name

の出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.6 etcd CLI ( etcd_cli)

サーバーでetcdctlが利用可能な場合、一部のetcdctlコマンドの出力を収集します。コマンドはendpoint

statusおよび endpoint healthです。

レポート出力

• ファイル /tools/etcd/cli/endpoint_status.out etcdctl endpoint statusコマンドの出力

• ファイル /tools/etcd/cli/endpoint_health.out etcdctl endpoint healthコマンドの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.7 etcd configuration ( etcd_configuration)

サーバーで見つかった etcd構成ファイルを収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/etcd/config/basename etcd構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.8 etcd systemctl ( etcd_systemctl)

etcdサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと catを収集します。名前が etcdで始まる
サービスが存在するかどうかを確認します。

レポート出力

• ファイル /tools/etcd/systemd/service_name_cat.data’systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/etcd/systemd/service_name_status.data’systemctl status service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響 low -既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.9 HARP CLI ( harp_cli)

サーバーにある config.ymlファイルを使用して、いくつかの harpctlコマンド出力の出力を収集します。
コマンドは cluster、proxies、locations、nodes、および versionです。

レポート出力

• ファイル /tools/harp/cli/version.out harpctl -f conf_file_path versionコマンドの出力

• ファイル /tools/harp/cli/proxies.out harpctl -f conf_file_path get proxies -o yaml

コマンドの出力

• ファイル /tools/harp/cli/nodes.out harpctl -f conf_file_path get nodes -o yamlコマン
ドの出力

• ファイル /tools/harp/cli/locations.out harpctl -f conf_file_path get locations -o

yamlコマンドの出力

• ファイル /tools/harp/cli/cluster.out harpctl -f conf_file_path get cluster -o yaml

コマンドの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.10 HARP configuration ( harp_configuration)

サーバーで見つかった HARP構成ファイルを収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/harp/config/harp.cluster.init.yml HARPブートストラップ構成ファイル

• ファイル /tools/harp/config/basename HARP構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.11 HARP systemctl ( harp_systemctl)

HARPサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと catを収集します。名前が harpで始ま
るサービスが存在するかどうかを確認します。

レポート出力

• ファイル /tools/harp/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/harp/systemd/service_name_status.data systemctl status service_name

の出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.12 Block devices layout ( linux_block_devices_layout)

lsblkコマンドからのブロックデバイスレイアウトに関する情報。

レポート出力

• ファイル /linux/lsbk.data lsbkコマンド出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.13 Processor governor ( linux_cpu_governor)

/sys/devices/system/cpuのファイルからのプロセッサスケーリングガバナー。

レポート出力

• ファイル /linux/sys/energy_perf_bias.data インテルのパフォーマンスとエネルギーバイアス
属性

• ファイル /linux/sys/intel_pstate.data Intel pstate構成
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• ファイル /linux/sys/cpu_scaling_driver.data使用可能な CPUスケーリングドライバー

• ファイル /linux/sys/cpu_scaling_available_governors.data使用可能な CPUスケーリングガ
バナー

• ファイル /linux/sys/cpu_scaling_governor.dataアクティブな CPUスケーリングガバナー

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.14 Mounted file systems and available space ( linux_devices_info)

mountコマンドを使用してマウントされたファイルシステムをリストし、dfを使用して空き領域をリスト
します。

レポート出力

• ファイル /linux/diskspace.data使用可能なディスク領域

• ファイル /linux/mount.data mountコマンドの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.15 File systems configuration ( linux_disk_configuration)

/etc/fstabファイルを介して取得されたディスク構成。

レポート出力

• ファイル /linux/fstab.data /etc/fstabの内容

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.16 OS distribution, kernel, and device data ( linux_distro_collector)

lsb_releaseコマンドによって返される、現在使用している Linuxディストリビューションに関する情報。

レポート出力

• ファイル /linux/release.data現在使用している Linuxディストリビューション

・ファイル /linux/release_source.data収集されたファイルまたは実行されたコマンドの名前

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.17 Hardware ( linux_hardware_info)

lspciを介したハードウェア情報。

レポート出力

• ファイル /linux/lspci.data lspciからのハードウェア情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.18 HTTP(s) proxies in use for package downloads (
linux_http_proxy_configuration)

パッケージのダウンロードに使用される HTTPプロキシに関する情報を収集します。パスワードは編集さ
れます。

レポート出力

• ファイル /linux/packages-yum-config-manager.data YUM構成

• ファイル /linux/packages-dnf-config-manager.data DNF構成

• ファイル /linux/etc_environment.data /etc/environmentの内容

深さ表面

セキュリティへの影響低 -既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.19 Hypervisor ( linux_hypervisor_collector)

systemd-detect-virtコマンドによって返される、使用される仮想化のタイプに関する情報。

レポート出力

・ファイル /linux/hypervisor.data収集されたファイルまたは実行されたコマンドの名前

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.20 Kernel ( linux_kernel_info)

カーネル情報、透過的ヒュージページのステータス、およびディスクスケジューラー構成。コマンド uname

および ipcsの出力と、 /procおよび/sysファイルシステムの内容を組み合わせて取得します。

レポート出力

• ファイル /linux/read_ahead.data先読みに関する情報

• ファイル /linux/schedulers.data /sys dirからのスケジューラー情報
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• ファイル /linux/sys/kernel_mm_transparent_hugepage.data透明な hugeページ情報

• ファイル /linux/ipcs.data ipcsコマンド出力

• ファイル /linux/uname.data unameコマンド出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.21 Kernel limits ( linux_kernel_limits)

pam_limitsモジュールの構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /linux/limits.data limits.confファイルの内容

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.22 ld.so configuration ( linux_ldso)

動的リンカー構成オーバーロード。

レポート出力

• ファイル /linux/ldso/env_LD_AUDIT.data現在の$LD_AUDIT変数

• ファイル /linux/ldso/env_LD_PRELOAD.data現在の$LD_PRELOAD変数

• ファイル /linux/ldso/ld.so.conf.data /etc/ld.so.conf*の下のすべての ld.so構成ファイル
の内容

• ファイル /linux/ldso/ld.so.preload.data /etc/ld.so.preloadファイルの内容

• ファイル /linux/ldso/ldconfig-cache.data ldconfig --print-cacheの出力

深さディープ

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.23 Configured locale ( linux_local)

システムロケールに関する情報。

レポート出力

• ファイル /linux/localectl.data現在構成されているロケール

• ファイル /linux/locale--all-locales.dataインストールされているロケールのリスト
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• ファイル /linux/locale.data現在構成されているロケール

• ファイル /linux/locale-conf.data現在構成されているロケール

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.24 Processor usage statistics ( linux_mpstat)

mpstatコマンドからのプロセッサ統計。

レポート出力

• ファイル /linux/mpstat.data mpstat -P ALL 1 10からの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.25 Network interfaces ( linux_network_interfaces)

ipおよび ifconfigコマンドからのネットワークインターフェイス情報。

レポート出力

• ファイル /linux/ifconfig.data ifconfigからの出力

• ファイル /linux/ip_address_list.data ip address listからの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.26 Installed packages via rpm or dpkg ( linux_packages_info)

rpmまたは dpkgを使用してインストールされたシステムパッケージに関する情報。

レポート出力

• ファイル /linux/packages-dpkg.data dpkgを使用してインストールされたパッケージのリスト

• ファイル /linux/packages-rpm.data rpmを使用してインストールされたパッケージのリスト

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.27 Installed packages origins ( linux_packages_origin_info)

パッケージのオリジンに関する情報。

レポート出力

• ファイル /linux/packages-apt_conf.data apt構成

• ファイル /linux/packages-apt-cache-policy.data apt構成

• ファイル /linux/packages-apt-list-installed.dataパッケージのインストールに使用されたリ
ポジトリ

• ファイル /linux/packages-yum-repolist.data yumで有効になっているリポジトリ

• ファイル /linux/packages-dnf-module-list.data dnfで有効になっているリポジトリ

• ファイル /linux/packages-dnf-repolist.data dnfで有効になっているリポジトリ

• ファイル /linux/packages-yum-list-installed.dataパッケージのインストールに使用されたリ
ポジトリ

• ファイル /linux/packages-dnf-list-installed.dataパッケージのインストールに使用されたリ
ポジトリ

深さ表面

セキュリティへの影響低 -既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.28 PostgreSQL disk layout ( linux_postgresql_disk_layout)

リンクに find、ファイルに lsを使用して、PostgreSQLデータディレクトリにあるすべてのファイルをリ
ストします。

レポート出力

• File /linux/pg_ls.dataデータディレクトリ内のファイルのリスト

• ファイル /linux/pg_links.dataデータディレクトリ内のリンクのリスト

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.29 SELinux ( linux_sestatus)

sestatusの SELinuxステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/sestatus.data sestatusからの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.30 OpenSSL version and configuration ( linux_ssl)

OpenSSLバージョン、有効なエンジン、および暗号/構成を収集します。

レポート出力

• フ ァ イ ル /linux/openssl/crypto-policies-isapplied.data update-crypto-policies

--is-applied RHELツールの出力

• ファイル /linux/openssl/crypto-policies-show.data update-crypto-policies --show

RHELツールの出力

• ファイル /linux/openssl/fips-mode-setup.data fips-mode-setup --check RHELツールの出
力

• ファイル /linux/openssl/ciphers.data openssl ciphersの出力

• ファイル /linux/openssl/engines.data openssl engineの出力

• ファイル /linux/openssl/version.data openssl versionの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.31 System identification ( linux_system_identity)

ホスト名、ネットワークインターフェイス、システム情報 uname、システム識別子、およびリリース情報
を収集します。

レポート出力

• ファイル /linux/id/system_release.data /etc/system-releaseからの OS情報

• ファイル /linux/id/os_release.data /etc/os-releaseからの OS情報

• ファイル /linux/id/machine_id.data /etc/machine-idに含まれるマシン ID

• ファイル /linux/id/uname.data実行中のカーネルに関する情報

• ファイル /linux/id/hostname.data完全修飾ドメイン名

• ファイル /linux/id/interfaces.dataホストのネットワークアドレス

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.32 dmesg and /proc information ( linux_system_info)

/procファイルシステムの内容および dmesgコマンドの出力からのシステム情報。

レポート出力

• ファイル /linux/lsmod.data lsmod出力

• ファイル /linux/dmesg_with_timestamp.data Dmesg出力人間が判読可能なタイムスタンプ

• ファイル /linux/dmesg.data dmesg出力

• ファイル /linux/proc/sys_net_ipv4.data /procからのネットワーク情報

• ファイル /linux/proc/sys_vm.data /procからの VM情報

• ファイル /linux/proc/sys_kernel.data /procからのカーネル情報

• ファイル /linux/vmstat.data /procからの VM統計

• ファイル /linux/proc/mounts.data /procからのマウントポイント

• ファイル /linux/proc/uptime.data /procからのアップタイム情報

• ファイル /linux/proc/loadavg.data /procから avgをロード

• ファイル /linux/proc/meminfo.data /procからのメモリ情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.33 System status -device mapper devices ( linux_system_status_dmdevices)

デバイスマッパーデバイスに関する情報を取得します。

レポート出力

• ファイル /linux/lsdevmapper.data /dev/mapperデバイスマッパーシンボリックリンクに関する
情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.34 System status -iostat ( linux_system_status_iostat)

iostatコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/iostat.data I/O統計に関する情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.35 System status -nfsiostat ( linux_system_status_nfsiostat)

nfsiostatコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/nfsiostat.data nfs I/O統計

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.36 System status -ps ( linux_system_status_ps)

psコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/ps.dataアクティブなプロセス情報

深さ表面

セキュリティへの影響低 -一部のプロセスは、名前に機密データが含まれている場合があります。

9.1.37 System status -sar ( linux_system_status_sar)

sarコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/sar.data実際の sar情報

• ファイル /linux/sar-yesterday.data昨日の sar情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.38 System status -top ( linux_system_status_top)

topコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/top.dataプロセス情報

深さ表面

セキュリティへの影響低 -一部のプロセスは、名前に機密データが含まれている場合があります。
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9.1.39 System status -vmstat ( linux_system_status_vmstat)

vmstatコマンドからのシステムステータス。

レポート出力

• ファイル /linux/vmstat.dataプロセス、メモリ、ページング、ブロック IO、トラップ、ディスク、
および CPUアクティビティに関する情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.40 systemctl units ( linux_systemctl_units)

systemdサーバー上の Systemctlリストユニット。

レポート出力

• ファイル /linux/systemd/list-units.data systemctl list-unitsの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.41 tuned ( linux_tuned)

調整されたステータスとプロファイル。

レポート出力

• ディレクトリ /linux/tuned/tune-profiles /etc/tune-profilesからのファイル

• ディレクトリ /linux/tuned/tuned /etc/tunedからのファイル

• ファイル /linux/tuned/tuned.confファイル /etc/tuned.conf

• ファイル /linux/tuned/tuned-list.data tuned_adm listからの出力

• ファイル /linux/tuned/tuned-active.data tuned_adm activeからの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.42 PEM configuration ( pem_configuration)

PEMエージェント、PEMサーバー、および PEM Webサーバーからの PEM構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/pem/config/edb-ssl-pem.conf PEM Webサーバー SSL構成ファイル

• ファイル /tools/pem/config/edb-pem.conf PEM Webサーバー構成ファイル

• ファイル /tools/pem/config/install-config PEMサーバー構成ファイルインストール構成ファ
イル

• ファイル /tools/pem/config/config_setup.py PEMサーバーセットアップ構成ファイル

• ファイル /tools/pem/config/pem.wsgi PEMサーバーWSGI定義ファイル

• ファイル /tools/pem/config/agent.cfg PEMエージェント構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.43 PEM systemctl ( pem_systemctl)

PEMが検出されると、PEMエージェントと PEM Webサーバーのステータスとコンテンツを収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/pem/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/pem/systemd/service_name_status.data systemctl status service_name

の出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.44 PgBouncer configuration ( pgbouncer_configuration)

PgBouncer構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/pgbouncer/num/config/basenameインスタンス番号からの PgBouncer構成ファ
イル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.45 PgBouncer systemctl ( pgbouncer_systemctl)

PgBouncerサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと猫を収集します。PgBouncer構成
ファイルを含むサービスをチェックします。

レポート出力

• ファイル /tools/pgbouncer/num/systemd/service_name_cat.data インスタンス num からの
systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/pgbouncer/num/systemd/service_name_status.dataインスタンス numからの
systemctl status service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.46 PGD Proxy configuration ( pgd_proxy_configuration)

サーバーで見つかった PGDプロキシ構成ファイルを収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/pgd-proxy/config/basename PGDプロキシ構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.47 PGD Proxy systemctl ( pgd_proxy_systemctl)

PGD プロキシサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと cat を収集します。名前が
pgd-proxyで始まるサービスが存在するかどうかを確認します。

レポート出力

• ファイル /tools/pgd-proxy/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_name

の出力

• フ ァ イ ル /tools/pgd-proxy/systemd/service_name_status.data systemctl status

service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.48 postgres/enterprisedb crontab ( postgres_enterprisedb_crontab)

postgresまたは enterprisedbとして実行している場合、 crontab -lからの出力。

レポート出力

• ファイル /linux/enterprisedb_crontab.data enterprisedb crontab -l からの出力 enter-
prisedbユーザーの場合

• ファイル /linux/postgres_crontab.data postgres crontab -lからの出力 postgresユーザーの
場合

深さ表面

セキュリティへの影響低- crontab/cronに機密データを含むエントリが含まれる可能性があります。

9.1.49 PostgreSQL systemctl ( postgresql_systemctl)

PostgreSQLサービスのステータスとコンテンツを収集します。

レポート出力

• ファイル /linux/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /linux/systemd/service_name_status.data systemctl status service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.50 repmgr CLI ( repmgr_cli)

サーバーにある repmgr.confファイルを使用して、repmgr cluster crosscheckおよび repmgr daemon

statusの出力を収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/repmgr/cli/daemon_status.out repmgr daemon status -f conf_file_path

コマンドの出力

• ファ イル /tools/repmgr/cli/cluster_crosscheck.out repmgr cluster crosscheck -f

conf_file_pathコマンドの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.51 repmgr configuration ( repmgr_configuration)

サーバーで見つかった repmgr構成ファイルを収集します。

レポート出力

• ファイル /tools/repmgr/config/repmgr.conf repmgr構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.52 repmgr systemctl ( repmgr_systemctl)

repmgrサービスが検出されると、対応するサービスのステータスと catを収集します。名前が repmgrで
始まるサービスが存在するかどうかを確認します。

レポート出力

• ファイル /tools/repmgr/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出
力

• フ ァ イ ル /tools/repmgr/systemd/service_name_status.data systemctl status

service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.53 xDB CLI ( xdb_cli)

実行されている xDBパブリケーションおよびサブスクリプションサーバーからの、いくつかの CLIコマン
ドからの xDB出力。

レポート出力

• ディレクトリ /tools/xdb/cli xDB CLI printコマンド

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.1.54 xDB configuration ( xdb_configuration)

xDB構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/xdb/config/xdbReplicationServer.config xDB起動構成

• ファイル /tools/xdb/config/edb-repl.conf xDBレプリケーション構成

• ファイル /tools/xdb/config/xdb_subserver.conf xDBサブスクリプションサーバー構成

• ファイル /tools/xdb/config/xdb_pubserver.conf xDBパブリケーションサーバー構成

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.1.55 xDB systemctl ( xdb_systemctl)

xDBサービスが検出されると、edb- xdbpubserverおよび edb-xdbsubserverのステータスと catを収
集します。

レポート出力

• ファイル /tools/xdb/systemd/service_name_cat.data systemctl cat service_nameの出力

• ファイル /tools/xdb/systemd/service_name_status.data systemctl status service_name

の出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2 Microsoft Windows operating system ### PEM configuration
-Windows ( pem_configuration_windows)

Windows環境の PEMエージェント、PEMサーバー、および PEM Webサーバーからの PEM構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/pem/config/edb-ssl-pem.conf PEM Webサーバー SSL構成ファイル

• ファイル /tools/pem/config/edb-pem.conf PEM Webサーバー構成ファイル

• ファイル /tools/pem/config/pem.wsgi PEMサーバーWSGI定義ファイル

• ファイル /tools/pem/config/agent.cfg PEMエージェント構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.2.1 PEM sc ( pem_sc)

PEMが検出されると、PEMエージェントと PEM Webサーバーのステータスとコンテンツを収集します

レポート出力

• ファイル /tools/pem/sc/service_name_query.data sc query service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.2 Disk information ( win_disk_information)

システムレジストリからのディスクとコントローラ情報。

レポート出力

• ファイル /windows/enum_ide.regローカルマシンのデバイス設定

• ファイル /windows/enum_scsi.regローカルマシンの scsiデバイス設定

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.3 Hosts file ( win_hosts)

ホストファイルとネットワーク関連の情報。

レポート出力

• ファイル /windows/services.data Windows servicesファイル

• ファイル /windows/protocol.data Windows protocolファイル

• ファイル /windows/networks.data Windows networksファイル

• ファイル /windows/hosts.sam Windows hosts.samファイル

• ファイル /windows/hosts.data Windows hostsファイル

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2. Microsoft Windows operating system ### PEM configuration -Windows (
pem_configuration_windows)
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9.2.4 MsInfo ( win_msinfo)

NFOおよび TXTフォーマットの MsInfo32レポート。

レポート出力

• ファイル /windows/msinfo_report.txtテキスト形式の MsInfo32からの情報

• ファイル /windows/msinfo_report.nfo NFOの MsInfo32からの情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.5 ODBC/64 ( win_odbc32_info)

64ビットレジストリセクションからの ODBC構成。

レポート出力

• ファイル /windows/user_odbc_wow64.regユーザー DSNリスト

• ファイル /windows/localmachine_odbcinst_wow64.reg インストールされている ODBC ドライ
バーのリスト

• ファイル /windows/localmachine_odbc_wow64.regシステム DSNリスト

深さ表面

セキュリティへの影響中 - ODBC接続情報は、システムを攻撃するために使用できる他のデータベースま
たは PostgreSQLの接続情報の存在を公開する可能性があります。

9.2.6 ODBC/32 ( win_odbc64_info)

32ビットレジストリセクションからの ODBC構成。

レポート出力

• ファイル /windows/user_odbc.regユーザー DSNリスト

• ファイル /windows/localmachine_odbcinst.regインストールされている ODBCドライバーのリ
スト

• ファイル /windows/localmachine_odbc.regシステム DSNリスト

深さ表面

セキュリティへの影響中 - ODBC接続情報は、システムを攻撃するために使用できる他のデータベースま
たは PostgreSQLの接続情報の存在を公開する可能性があります。
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9.2.7 systeminfo ( win_systeminfo)

systeminfoコマンドの出力。

レポート出力

• ファイル /windows/systeminfo_report.txt systeminfoコマンドからの情報

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.8 Disk volumes ( win_volumes)

WMIのボリュームリスト。

レポート出力

• ファイル /windows/association_structureドライブ文字と物理ドライブの関連付け

• ファイル /windows/volume_disk WMIサブシステムからのボリュームリスト

• ファイル /windows/logical_disk_list WMIサブシステムからの論理ディスクリスト

• ファイル /windows/disk_partition_list WMIサブシステムからのディスクパーティションリスト

• ファイル /windows/disk_drive_list WMIサブシステムからのディスクリスト

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.9 xDB CLI -Windows ( xdb_cli_windows)

実行中の xDBパブリケーションおよびサブスクリプションサーバーからの、いくつかの CLIコマンドから
の xDB出力。

レポート出力

• ディレクトリ /tools/xdb/cli xDB CLI printコマンド

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2. Microsoft Windows operating system ### PEM configuration -Windows (
pem_configuration_windows)
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9.2.10 xDB configuration -Windows ( xdb_configuration_windows)

xDB構成ファイル。

レポート出力

• ファイル /tools/xdb/config/xdbReplicationServer.config xDBスタートアップ構成 `

• ファイル /tools/xdb/config/edb-repl.conf xDBレプリケーション構成 `

• ファイル /tools/xdb/config/xdb_subserver.conf xDBサブスクリプションサーバー構成

• ファイル /tools/xdb/config/xdb_pubserver.conf xDBパブリケーションサーバー構成

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.2.11 xDB sc ( xdb_sc)

xDBが検出されると、xDBパブリケーションおよびサブスクリプションサーバーのステータスを収集し
ます。

レポート出力

• ファイル /tools/xdb/sc/service_name_query.data sc query service_nameの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3 PostgreSQL/BDR3 instance ### effective_logging_dest ( post-
gresql_actual_logdes)

ログメッセージの効果的な宛先を収集します。

レポート出力

• ファイル /postgresql/pg_log_file_path.out PostgreSQLログの宛先

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.1 Current archiver stats ( postgresql_archiver)

アーカイバープロセスアクティビティに関する統計 pg_stat_archiverから

レポート出力

• ファイル postgresql/archiver.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.2 Available extensions ( postgresql_available_extensions)

サーバーで使用可能な拡張機能のリスト。

レポート出力

• ファイル postgresql/available_extensions.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.3 Current bg_writer stats ( postgresql_bgwriter)

バックグラウンドライタプロセスアクティビティに関する統計 pg_stat_bgwriterから。

レポート出力

• ファイル postgresql/bgwriter.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.4 Directory with binaries ( postgresql_bin_dir)

PostgreSQLバイナリディレクトリ。

レポート出力

• ファイル /postgresql/postgresql_bin_path.data PostgreSQL binディレクトリへのパス

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3. PostgreSQL/BDR3 instance ### effective_logging_dest ( postgresql_actual_logdes) 67



Lasso,リリース 4.16.0

9.3.5 Current configuration ( postgresql_configuration)

PostgreSQLの現在の構成。

レポート出力

• ファイル postgresql/configuration.out

深さ表面

セキュリティへの影響中 - postgresql.confには、悪いセキュリティポリシーが含まれている可能性があ
ります

9.3.6 Configuration files ( postgresql_configuration_files)

PostgreSQL構成ファイルとデータディレクトリパス。既知の接続文字列に含まれるパスワードは、情報セ
キュリティ上の理由で編集されます。

レポート出力

• ファイル /postgresql/pg_ident.conf PostgreSQL ident構成ファイル

• ファイル /postgresql/pg_hba.conf PostgreSQLホストベースの認証ファイル

• ファイル /postgresql/postgresql.auto.conf PostgreSQL自動構成ファイル

• ファイル /postgresql/recovery.done PostgreSQL recovery.doneファイル

• ファイル /postgresql/recovery.conf PostgreSQL recovery.confファイル

• ファイル /postgresql/postgresql.conf PostgreSQL構成ファイル

深さ表面

セキュリティへの影響中 - pg_hba.confおよび pg_ident.confは、信頼できる接続などの潜在的なセキュ
リティホールを公開する可能性があります。

9.3.7 Current rate of new connections established to the DB ( post-
gresql_conns_per_second)

3秒の観察期間中に確立された新しい接続の現在のレート。

レポート出力

• ファイル postgresql/conns_per_second.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.8 Databases ( postgresql_databases)

PostgreSQLノードのデータベースのリスト。

レポート出力

• ファイル postgresql/databases.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.9 postgresql_db_bdr_tables_and_views ( postgresql_db_bdr_tables_and_views)

BDR拡張機能のすべてのテーブルとビューを収集します。以下を除きます。

• bdr.apply_log

• bdr.conflict_history

• bdr.consensus_kv_data

• bdr.internal_node_pre_commit

• bdr.replication_status

• bdr.state_journal

• bdr.stat_activity

レポート出力

• ファイル /postgresql/dbs/dbname/bdr/* BDRスキーマの下のすべてのテーブルのコンテンツ

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.10 postgresql_db_pglogical_tables_and_views ( post-
gresql_db_pglogical_tables_and_views)

pglogical拡張のすべてのテーブルとビューを収集します。

レポート出力

• ファイル /postgresql/dbs/dbname/pglogical/* pglogicalスキーマの下のすべてのテーブルの内容

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.11 Database/role setting ( postgresql_db_role_setting)

PostgreSQLノードのデータベース/ロール設定のリスト。

レポート出力

• ファイル postgresql/db_role_setting.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.12 EDB Postgres Advanced Server resource group active use information (
postgresql_epas_edb_all_resource_groups)

収集時のシステムのライブビュー。リソースグループによって制約されているアクティブなバックエンド
の数を示します。

レポート出力

• ファイル postgresql/epas_edb_all_resource_groups.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.13 EDB Postgres Advanced Server user profile policies ( post-
gresql_epas_edb_profile)

ユーザープロファイルとパスワードポリシーが含まれています。

レポート出力

• ファイル postgresql/epas_edb_profile.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.14 EDB Postgres Advanced Server resource group information ( post-
gresql_epas_edb_resource_group)

EDB Postgres Advanced Serverリソースグループの名前と制限。

レポート出力

• ファイル postgresql/epas_edb_resource_group.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.15 postgresql_logdirfiles ( postgresql_logdirfiles)

PostgreSQLログディレクトリのログファイル名。

レポート出力

• ファイル /postgresql/pg_log_files.outログディレクトリリスト

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.16 Node and snapshot data ( postgresql_node)

実行中の PostgreSQLノードに関する情報。

レポート出力

• ファイル postgresql/node.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.17 pg_config ( postgresql_pg_config)

PostgreSQL pg_configコマンド出力。

レポート出力

• ファイル /postgresql/pg_config.data pg_configコマンド出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.18 pg_controldata ( postgresql_pg_controldata)

PostgreSQL pg_controldata情報。

レポート出力

• ファイル /postgresql/pg_controldata.data pg_controldataコマンド出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.19 Version ( postgresql_pg_version)

PostgreSQLクライアントとサーバーのバージョン。

レポート出力

• ファイル /postgresql/postgresql_server_version.data PostgreSQLサーバーバージョン

• ファイル /postgresql/postgresql_client_version.data PostgreSQLクライアントバージョン

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.20 Current pg_prepared_xacts contents ( postgresql_prepared_xacts)

準備された xactのステータス pg_prepared_xactsから

レポート出力

• ファイル postgresql/prepared_xacts.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.21 Current pg_replication_origin_status contents ( post-
gresql_replication_origin)

レプリケーションオリジンのステータス pg_replication_origin_statusから

レポート出力

• ファイル postgresql/replication_origins.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.22 Current pg_replication_slots contents ( postgresql_replication_slots)

レプリケーションスロット pg_replication_slotsから

レポート出力

• ファイル postgresql/replication_slots.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.23 Roles ( postgresql_roles)

pg_rolesからのデータベースロール。

レポート出力

• ファイル postgresql/roles.out

深さ浅い

セキュリティへの影響中 - pg_rolesには、不正なセキュリティポリシーが含まれている可能性があります。

9.3.24 Current activity stats ( postgresql_running_activity)

実行中のプロセスの現在のアクティビティに関連する情報 pg_stat_activityから

レポート出力

• ファイル postgresql/running_activity.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低 - pg_stat_activityのクエリーには、ユーザー名とアプリケーション名が含ま
れる場合があります。

9.3.25 Age of current oldest running backend/transaction/query in the cluster (
postgresql_running_activity_oldestage)

クラスター内で現在最も古い実行中のバックエンド/トランザクション/クエリーの経過時間。

レポート出力

• ファイル postgresql/running_activity_maxage.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.26 Active locks ( postgresql_running_locks)

アクティブなロックのリスト。

レポート出力

• ファイル postgresql/running_locks.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.27 pg_server_limits ( postgresql_server_limits)

ポストマスター PIDの実際に有効なカーネル OS制限。

レポート出力

• ポストマスター PIDのファイル/postgresql/pg_server_limits_PORT.data prlimit

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.28 Current pg_shmem_allocations contents ( post-
gresql_shmem_allocations)

共有メモリの割り当てのステータス pg_shmem_allocationsから

レポート出力

• ファイル postgresql/shmem_allocations.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.29 Current pg_stat_progress_analyze contents ( post-
gresql_stat_progress_analyze)

ANALYZE進行状況。

レポート出力

• ファイル postgresql/pg_stat_progress_analyze.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.30 Current pg_stat_progress_basebackup contents ( post-
gresql_stat_progress_basebackup)

BASEBACKUP進行状況。

レポート出力

• ファイル postgresql/pg_stat_progress_basebackup.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.31 Current pg_stat_progress_copy contents ( post-
gresql_stat_progress_copy)

COPY進行状況。

レポート出力

• ファイル postgresql/pg_stat_progress_copy.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.32 Current pg_stat_progress_vacuum contents ( post-
gresql_stat_progress_vacuum)

VACUUM進行状況。

レポート出力

• ファイル postgresql/pg_stat_progress_vacuum.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.33 Current pg_stat_replication contents ( postgresql_stat_replication)

レプリケーション接続 pg_stat_replicationから。

レポート出力

• ファイル postgresql/replication.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.34 Server subscription statistics ( postgresql_subscription_statistics)

サブスクリプションの統計。

レポート出力

• ファイル postgresql/subscription_statistics.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.3.35 Server subscriptions ( postgresql_subscriptions)

サブスクリプションのリスト。

レポート出力

• ファイル postgresql/subscriptions.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.36 Tablespaces ( postgresql_tablespaces)

テーブルスペース情報と場所。

レポート出力

• ファイル postgresql/tablespaces.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.3.37 Workload characteristics using waits ( postgresql_waits_stats)

ビルトイン待機イベントを使用した PostgreSQLワークロードの特性評価。

レポート出力

• ファイル postgresql/running_waits_sample.outビルトイン待機イベントを使用したワークロー
ドの特性評価

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4 Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 repli-
cation slots ( postgresql_db_bdr1_replication_slots)

BDR1の 9.6フォーマットのレプリケーションスロットのリスト。

レポート出力

• ファイル bdr1_replication_slots.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.1 BDR2 replication slots ( postgresql_db_bdr2_replication_slots)

BDR2の 9.6フォーマットのレプリケーションスロットのリスト。

レポート出力

• ファイル bdr2_replication_slots.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.2 BDR conflict_history_summary aggregation ( post-
gresql_db_bdr3_conflict_history_summary_agg)

すべての種類の競合の集計数を収集します。

レポート出力

• ファイル bdr_conflict_history_summary_agg.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.3 BDR current activity stats ( postgresql_db_bdr3_stat_activity)

実行中のプロセスの現在のアクティビティに関連する情報 bdr.stat_activityから

レポート出力

• ファイル bdr_stat_activity.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低 - bdr.stat_activityのクエリーには、ユーザー名とアプリケーション名が含
まれる場合があります。

9.4.4 BDR sequences ( postgresql_db_bdr_sequences)

BDRシーケンスのリスト。

レポート出力

• ファイル bdr_sequences.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)
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9.4.5 BDR version ( postgresql_db_bdr_version)

BDRの現在使用されているバージョン。

レポート出力

• ファイル bdr_version.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.6 BDR get_decoding_worker_stat ( postgresql_db_decoding_worker_stats)

単一のデコードワーカーステータス。

レポート出力

• ファイル bdr_get_decoding_worker_stat.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.7 edb_wait_states database settings ( postgresql_db_edb_wait_states_database_settings)

データベース設定に関する情報を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/database_settings.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.8 edb_wait_states load profile ( postgresql_db_edb_wait_states_load_profile)

トランザクションの平均負荷プロファイル。

**レポート出力*

• ファイル edb_wait_states/load_profile.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.9 edb_wait_states operating system information ( post-
gresql_db_edb_wait_states_operating_system_information)

オペレーティングシステムに関する情報。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/operating_system_information.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.10 edb_wait_states server information -part 1 ( post-
gresql_db_edb_wait_states_server_information_1)

Postgresサーバーに関する情報-パート 1。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/server_information_1.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.11 edb_wait_states server information -part 2 ( post-
gresql_db_edb_wait_states_server_information_2)

Postgresサーバーに関する情報-パート 2。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/server_information_2.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.12 edb_wait_states shared buffers statistics ( post-
gresql_db_edb_wait_states_shared_buffers_stats)

バッファヒットとミスの観点から統計を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/shared_buffers_stats.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)
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9.4.13 edb_wait_states temp file statistics ( postgresql_db_edb_wait_states_temp_file_stats)

一時ファイルの使用状況に関する統計を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/temp_file_stats.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.14 edb_wait_states top 10 SQL statements by cputime ( post-
gresql_db_edb_wait_states_top_sql_statements_cputime)

どの SQLステートメントがより多くの CPU時間を消費しているかを示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/top_sql_statements_cputime.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.15 edb_wait_states top 10 SQL statements by dbtime ( post-
gresql_db_edb_wait_states_top_sql_statements_dbtime)

どの SQLステートメントがデータベース時間をより多く費やしているかを示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/top_sql_statements_dbtime.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.16 edb_wait_states top 10 SQL statements by waittime ( post-
gresql_db_edb_wait_states_top_sql_statements_waittime)

どの SQLステートメントがより多くの時間を待機しているかを示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/top_sql_statements_waittime.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.17 edb_wait_states top 10 wait events ( postgresql_db_edb_wait_states_top_wait_events)

クラスターでどのイベントがより時間をかけているかを示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/top_wait_events.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.18 edb_wait_states transactions statistics ( post-
gresql_db_edb_wait_states_transaction_stats)

コミットとロールバックの観点から統計を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/transaction_stats.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.19 edb_wait_states tuple statistics ( postgresql_db_edb_wait_states_tuple_stats)

タプルの読み取りおよび書き込みに関する統計を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/tuple_stats.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.20 edb_wait_states user sessions ( postgresql_db_edb_wait_states_user_sessions)

ユーザーセッションに関する情報を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/user_sessions.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)
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9.4.21 edb_wait_states WAL statistics ( postgresql_db_edb_wait_states_wal_stats)

WAL書き込みに関する統計を表示します。

レポート出力

• ファイル edb_wait_states/wal_stats.out

深さ浅い

9.4.22 Database extensions ( postgresql_db_extensions)

データベース内の拡張機能のリスト。

レポート出力

• ファイル extensions.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.23 Database indexes ( postgresql_db_indexes)

データベース内のインデックスのリスト。

レポート出力

• ファイル indexes.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.24 Database procedural languages ( postgresql_db_langages)

データベース内のプロシージャー言語。

レポート出力

• ファイル language.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.25 BDR monitor_group_raft ( postgresql_db_monitor_group_raft)

BDRクラスターの raftステータスを確認します。

レポート出力

• ファイル bdr_monitor_group_raft.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.26 BDR monitor_group_versions ( postgresql_db_monitor_group_versions)

すべての BDRノードのバージョンを確認します。

レポート出力

• ファイル bdr_monitor_group_versions.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.27 BDR monitor_local_replslots ( postgresql_db_monitor_local_replslots)

すべてのレプリケーションスロットのステータスを確認します。

レポート出力

• ファイル bdr_monitor_local_replslots.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.28 Database operators ( postgresql_db_operators)

データベース内の演算子。

レポート出力

• ファイル operator.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)
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9.4.29 Database partitioned tables ( postgresql_db_partitioned_tables)

パーティション化されたテーブルに関する情報宣言的パーティション化を使用。

レポート出力

• ファイル partitioned_table.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.30 Database PEM pem.agent table tuples ( postgresql_db_pem_agent)

メタテーブル pem.agentからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_agent.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.31 Database PEM pem.agent_config table tuples ( post-
gresql_db_pem_agent_config)

メタテーブル pem.agent_configからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_agent_config.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.32 Database PEM pem.agent_heartbeat table tuples ( post-
gresql_db_pem_agent_heartbeat)

メタテーブル pem.agent_heartbeatからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_agent_heartbeat.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.33 Database PEM pem.agent_server_binding table tuples ( post-
gresql_db_pem_agent_server_binding)

メタテーブル pem.agent_server_bindingからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_agent_server_binding.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.34 Database PEM pem.config table tuples ( postgresql_db_pem_config)

メタテーブル pem.configからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_config.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.35 Database PEM pem.email_group table tuples ( post-
gresql_db_pem_email_group)

メタテーブル pem.email_groupからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_email_group.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.36 Database PEM pem.email_group_option table tuples ( post-
gresql_db_pem_email_group_option)

メタテーブル pem.email_group_optionからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_email_group_option.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.37 Database PEM pem.probe table tuples ( postgresql_db_pem_probe)

メタテーブル pem.probeからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_probe.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.38 Database PEM pem.probe_schedule table tuples ( post-
gresql_db_pem_probe_schedule)

メタテーブル pem.probe_scheduleからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_probe_schedule.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.39 Database PEM pem.schema_version() output ( post-
gresql_db_pem_schema_version)

ファンクション pem.schema_version()からの出力。

レポート出力

• ファイル pem_schema_version.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.40 Database PEM pem.server table tuples ( postgresql_db_pem_server)

メタテーブル pem.serverからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_server.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.41 Database PEM pem.server_heartbeat table tuples ( post-
gresql_db_pem_server_heartbeat)

メタテーブル pem.server_heartbeatからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_server_heartbeat.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.42 Database PEM pem.smtp_spool table tuples ( post-
gresql_db_pem_smtp_spool)

メタテーブル pem.smtp_spoolからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_smtp_spool.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.43 Database PEM pem.snmp_spool table tuples ( post-
gresql_db_pem_snmp_spool)

メタテーブル pem.snmp_spoolからのデータ。

レポート出力

• ファイル pem_snmp_spool.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.44 Pglogical subscription status ( postgresql_db_pglogical_subscription_status)

pglogicalによってレプリケートされたテーブルのリスト。

レポート出力

• ファイル pglogical_subscription_status.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.45 Database functions ( postgresql_db_pkgs)

引数を含むデータベースパッケージ/ファンクション/プロシージャー。

レポート出力

• ファイル pkgs.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.46 Database functions ( postgresql_db_procs)

データベース内のファンクション。

レポート出力

• ファイル proc.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.47 Database publication tables ( postgresql_db_publication_tables)

データベースの出版物のテーブルのリスト。

レポート出力

• ファイル publication_tables.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.48 Database publications ( postgresql_db_publications)

データベースの出版物のリスト。

レポート出力

• ファイル publications.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.49 Database repmgr repmgr.events table tuples ( post-
gresql_db_repmgr_events)

メタテーブル repmgr.eventsからのデータ。

レポート出力

• ファイル repmgr/events.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.50 Database repmgr repmgr.monitoring_history table tuples ( post-
gresql_db_repmgr_monitoring_history)

メタテーブル repmgr.monitoring_historyからのデータ。

レポート出力

• ファイル repmgr/monitoring_history.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.51 Database repmgr repmgr.nodes table tuples ( post-
gresql_db_repmgr_nodes)

メタテーブル repmgr.nodesからのデータ。

レポート出力

• ファイル repmgr/nodes.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.52 Database repmgr repmgr.replication_status table tuples ( post-
gresql_db_repmgr_replication_status)

メタテーブル repmgr.replication_statusからのデータ。

レポート出力

• ファイル repmgr/replication_status.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.53 Database repmgr repmgr.show_nodes table tuples ( post-
gresql_db_repmgr_show_nodes)

メタテーブル repmgr.show_nodesからのデータ。

レポート出力

• ファイル repmgr/show_nodes.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.54 Database schema ( postgresql_db_schemas)

データベース内のスキーマのリスト。

レポート出力

• ファイル schemas.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.55 Database statistics ( postgresql_db_statistics)

データベースの統計。

レポート出力

• ファイル statistics.out

深さディープ

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.56 Database subscription tables ( postgresql_db_subscription_tables)

データベースのサブスクリプションのテーブルのリスト。

レポート出力

• ファイル subscription_tables.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.57 Database tables ( postgresql_db_tables)

データベース内のテーブルのリスト。

レポート出力

• ファイル tables.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.58 Database types ( postgresql_db_types)

データベースの種類。

レポート出力

• ファイル type.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.59 BDR wal_sender_stats ( postgresql_db_wal_sender_stats)

WAL送信者プロセスのステータス。

レポート出力

• ファイル bdr_wal_sender_stats.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.60 Database xDB _edb_replicator_pub.xdb_mmr_pub_group table tuples (
postgresql_db_xdb_mmr_pub_group)

メタテーブル_edb_replicator_pub.xdb_mmr_pub_groupからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_mmr_pub_group.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)

91



Lasso,リリース 4.16.0

9.4.61 Database xDB _edb_replicator_pub.xdb_pub_database table tuples (
postgresql_db_xdb_pub_database)

メタテーブル_edb_replicator_pub.xdb_pub_databaseからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_pub_database.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.62 Database xDB _edb_replicator_pub.xdb_pub_replog table tuples ( post-
gresql_db_xdb_pub_replog)

メタテーブル_edb_replicator_pub.xdb_pub_replogの最後の 50行。

レポート出力

• ファイル xdb_pub_replog.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.63 Database xDB _edb_replicator_pub.xdb_publication_subscriptionstable
tuples ( postgresql_db_xdb_publication_subscriptions)

メタテーブル_edb_replicator_pub.xdb_publication_subscriptionsからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_publication_subscriptions.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.64 Database xDB _edb_replicator_pub.xdb_publications table tuples ( post-
gresql_db_xdb_publications)

メタテーブル_edb_replicator_pub.xdb_publicationsからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_publications.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.65 Database xDB _edb_replicator_pub.rrep_mmr_pub_group table tuples (
postgresql_db_xdb_rrep_mmr_pub_group)

メタテーブル_edb_replicator_pub.rrep_mmr_pub_groupからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_rrep_mmr_pub_group.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.66 Database xDB _edb_replicator_pub.rrep_mmr_txset table tuples ( post-
gresql_db_xdb_rrep_mmr_txset)

メタテーブル_edb_replicator_pub.rrep_mmr_txsetの最後の 10行。

レポート出力

• ファイル xdb_rrep_mmr_txset.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.67 Database xDB _edb_replicator_pub.rrep_properties table tuples ( post-
gresql_db_xdb_rrep_properties)

メタテーブル_edb_replicator_pub.rrep_propertiesからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_rrep_properties.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.68 Database xDB _edb_replicator_pub.rrep_publication_tablestable tuples (
postgresql_db_xdb_rrep_publication_tables)

メタテーブル_edb_replicator_pub.rrep_publication_tablesからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_rrep_publication_tables.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.69 Database xDB _edb_replicator_pub.rrep_txset table tuples ( post-
gresql_db_xdb_rrep_txset)

メタテーブル_edb_replicator_pub.rrep_txsetからのデータ。

レポート出力

• ファイル xdb_pub_rrep_txset.out

深さ浅い

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.70 Oracle-compatibile partitioning key view ( post-
gresql_epas_all_part_key_columns)

パーティショニングキーの詳細 all_part_key_columns 、 EDB Postgres Advanced Server 固有を提供し
ます。

レポート出力

• ファイル epas_all_part_key_columns.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.71 Oracle-compatibile all partitioned table view ( post-
gresql_epas_all_part_tables)

すべてのパーティションテーブルビュー all_part_tablesから、 EDB Postgres Advanced Server固有。

レポート出力

• ファイル epas_all_part_tables.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.72 Oracle-compatibile subpartitioning key view ( post-
gresql_epas_all_subpart_key_columns)

サブパーティションキーの詳細 all_subpart_key_columns、 EDB Postgres Advanced Server固有を提供
します。

レポート出力

• ファイル epas_all_subpart_key_columns.out
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深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.73 Oracle-compatibile all table partitions view ( post-
gresql_epas_all_tab_partitions)

すべてのパーティションテーブルビューのすべてのパーティション all_tab_partitions、EDB Postgres
Advanced Server固有。

レポート出力

• ファイル epas_all_tab_partitions.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.74 Oracle-compatibile all table subpartitioning view ( post-
gresql_epas_all_tab_subpartitions)

すべてのパーティションテーブルビューのすべてのサブパーティション all_tab_subpartitions、EDB
Postgres Advanced Server固有。

レポート出力

• ファイル epas_all_tab_subpartitions.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.75 EDB Postgres Advanced Server-specific dblink information ( post-
gresql_epas_dblink)

edb_dblinkからの現在の EDB Postgres Advanced Server dblink情報。

レポート出力

• ファイル epas_dblink.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.76 EDB Postgres Advanced Server directories ( postgresql_epas_edb_dir)

パッケージの読み取りおよび書き込みの宛先として使用される Oracle互換ディレクトリ。

レポート出力

• ファイル epas_edb_dir.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.77 EDB Postgres Advanced Server security policies ( post-
gresql_epas_edb_policy)

セキュリティポリシー Oracleスタイルの RLSが含まれています。

レポート出力

• ファイル epas_edb_policy.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.78 EDB Postgres Advanced Server redaction policies per column ( post-
gresql_epas_edb_redaction_column)

列ごとのリダクションポリシーが含まれています。

レポート出力

• ファイル epas_edb_readaction_column.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.79 EDB Postgres Advanced Server redaction policies ( post-
gresql_epas_edb_redaction_policy)

各テーブルのリダクションポリシーが含まれています。

レポート出力

• ファイル epas_edb_readaction_policy.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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9.4.80 EDB Postgres Advanced Server extended pg_namespace view ( post-
gresql_epas_pg_namespace)

EDB Postgres Advanced Serverは、追加情報を提供する pg_namespaceを拡張しました。

レポート出力

• ファイル epas_pg_namespace.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.81 EDB Postgres Advanced Server-specific queue information ( post-
gresql_epas_queue)

edb_queueからの現在の EDB Postgres Advanced Serverキュー情報。

レポート出力

• ファイル epas_edb_queue.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.82 EDB Postgres Advanced Server-specific queue callback information (
postgresql_epas_queue_callback)

edb_queue_callbackからの現在の EDB Postgres Advanced Serverキューコールバック情報。

レポート出力

• ファイル epas_edb_queue_callback.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4.83 EDB Postgres Advanced Server-specific queue table information ( post-
gresql_epas_queue_table)

edb_queue_tableからの現在の EDB Postgres Advanced Serverキューテーブル情報。

レポート出力

• ファイル epas_edb_queue_table.out

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.4. Details for every PostgreSQL/BDR3 database ### BDR1 replication slots (
postgresql_db_bdr1_replication_slots)
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9.5 Barman (Backup and Recovery Manager) ### Barman check (
barman_check)

構成されているすべてのサーバーの Barman checkフレームワークのステータスを収集します。

レポート出力

• ファイル /barman/barman_check.data barman checkの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.5.1 Barman diagnose ( barman_diagnose)

Barmanの診断情報を収集します。

レポート出力

• ファイル /barman/diagnose.data barman diagnoseからの出力

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.5.2 Barman executable location ( barman_executable)

barman実行可能ファイルの場所を収集します。

レポート出力

• ファイル /barman/barman_location.dataメインバーマン実行可能ファイルのパス

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。

9.5.3 Barman module location ( barman_modules_path)

Barman Pythonモジュールの場所を収集します。

レポート出力

• ファイル /barman/barman_python_verbose.data Barman Pythonモジュールのリスト

深さ表面

セキュリティへの影響低-既知のセキュリティへの影響はありません。
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注釈: この情報は、外部ネットワークアクセスを使用した Lasso実行可能ファイルにのみ適用されます。
Lasso オプションを使用して、lasso がインターネットにアクセスできることを確認できます。 External
network access enabled 行を探します。

Lasso --uploadコマンドは、カスタマーポータルの一部として EDBの Lassoレポートを受信するように高
可用性とロードバランシングで構成されたフロントラインアプリケーションサーバーのいずれかに tarボー
ルを送信します。

これらのサーバーは ISO 27K1インフラストラクチャの一部であり、欧州連合の一般データ保護規則GDPR
に完全に準拠しています。

このサーバーのリストをインフラストラクチャチームに提供して、次の IPv4アドレスのポート 443へのア
ウトバウンド接続を開くことができます。

1. 78.46.204.124

2. 88.99.39.37

3. 88.99.39.42

4. 88.99.80.86

5. 116.203.69.173

6. 116.203.69.177

7. 116.203.69.179

8. 116.203.69.185

9. 116.203.69.248

10. 116.203.69.253

11. 159.69.178.25

12. 159.69.178.96

13. 159.69.181.84

14. 159.69.181.86

15. 195.201.138.157

16. 195.201.99.62



Lasso,リリース 4.16.0

IPv6も使用する場合、次のリストを追加します。

1. 2a01:4f8:1c17:482e::1

2. 2a01:4f8:1c17:4f1a::1

3. 2a01:4f8:1c17:5197::1

4. 2a01:4f8:1c17:529d::1

5. 2a01:4f8:c010:1210::1

6. 2a01:4f8:c010:154c::1

7. 2a01:4f8:c010:1550::1

8. 2a01:4f8:c010:1551::1

9. 2a01:4f8:1c1c:c82e::1

10. 2a01:4f8:1c1c:c836::1

11. 2a01:4f8:1c1c:c837::1

12. 2a01:4f8:1c1c:c95f::1

13. 2a01:4f8:1c1c:c97e::1

14. 2a01:4f8:1c1c:ca43::1

15. 2a01:4f8:1c1c:ca4e::1

16. 2a01:4f8:1c1c:dab3::1
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